
一
九
〇
六
年
東
京
の
電
車
賃
値
上
げ
反
対
運
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正

一九〇六年東京の電車賃値上げ反対運動（桂川）

【
要
約
】
　
本
稿
は
一
九
〇
六
年
の
電
車
賃
値
上
げ
反
対
運
動
の
全
体
と
し
て
の
性
格
を
解
明
し
た
。
三
月
の
運
動
が
値
上
げ
阻
止
を
主
な
課
題
と
し
た
の

に
対
し
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
運
動
は
値
上
げ
そ
の
も
の
よ
り
も
原
敬
内
相
へ
の
攻
撃
を
通
し
て
西
園
寺
内
閣
と
政
友
会
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る

こ
と
の
方
に
重
点
が
あ
っ
た
。
運
動
で
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
団
体
も
、
前
者
で
は
社
会
党
の
ほ
か
、
政
友
会
系
も
含
む
市
・
区
会
議
員
ら
で
あ
っ
た

が
、
後
者
で
は
反
藩
閥
・
反
既
成
政
党
・
政
界
刷
新
を
唱
え
る
政
治
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
原
敬
は
、
全
体
と
し
て
反
政
友
一
反
政
府
の
運
動
が
東
京
の

外
に
波
及
し
な
い
よ
う
強
硬
な
鎮
圧
策
を
と
っ
た
。
春
の
運
動
に
熱
心
に
と
り
く
ん
だ
社
会
党
は
、
や
や
過
激
な
運
動
方
針
を
強
引
に
と
っ
た
た
め
に
、

従
来
説
明
さ
れ
て
来
た
以
上
に
重
大
な
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
。
こ
の
結
果
同
党
は
夏
の
運
動
か
ら
お
り
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
批
判
的
な
党
員
が

新
た
に
結
成
し
た
の
が
労
働
党
で
あ
っ
た
。
民
衆
は
春
・
夏
の
両
方
の
運
動
で
激
し
い
闘
争
を
展
開
し
、
一
隠
値
上
げ
を
阻
止
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
穴
八
巻
一
号
　
一
九
八
五
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
〇
六
年
の
東
京
で
お
き
た
電
車
賃
上
げ
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
社
会
主
義
運
動
史
研
究
と
ヨ
露
戦
後
の
都
市
民
衆
運
動
の
研
究
と
い

う
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
を
大
ま
か
に
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
社
会
主
義
研
究
の
中
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
日
本
社
会
党
評
価
と
の
関
わ
り
で
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
お
お
ざ
っ
ぱ

に
い
っ
て
、
こ
の
評
価
に
は
二
種
類
あ
る
。

　
そ
の
一
は
、
こ
の
運
動
は
主
要
に
は
社
会
党
が
一
貫
し
て
担
っ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
　
　
第
二
次
大
戦
後
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

時
期
以
降
の
研
究
に
限
定
す
れ
ば
i
岸
本
英
太
郎
、
信
失
清
三
郎
の
研
究
を
始
め
と
す
る
。
小
山
仁
示
の
見
解
も
多
く
を
信
夫
に
負
っ
て
い
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④

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
で
は
川
口
武
彦
・
塚
本
武
編
『
日
本
労
働
運
動
史
－
日
本
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動
の
墨
壷
』
が
、
そ
の
典
型

　
　
　
⑤

で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
は
、
第
一
の
も
の
を
批
判
・
克
服
し
て
出
て
来
た
も
の
で
、
社
会
党
の
運
動
方
針
が
反
対
運
動
の
過
程
で
変
わ
っ
た
こ

と
や
、
そ
の
変
更
が
当
時
の
情
況
の
下
で
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
河
内
一
男
の
　
『
黎
明
期
の
日

本
労
働
運
動
』
が
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
社
会
党
は
窮
乏
す
る
都
市
生
活
者
を
「
勇
敢
に
指
導
し
よ
う
と
し
た
点
」
に
功
績
が
あ

っ
た
が
、
　
「
そ
の
指
導
方
針
に
お
い
て
は
、
権
力
に
対
す
る
民
衆
の
反
抗
を
随
時
発
散
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
を
と
り
、
社
会
主
義
へ
の
啓
蒙

と
普
通
選
挙
と
い
う
労
働
組
合
期
成
会
以
来
の
二
大
方
針
は
後
退
し
て
し
ま
い
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
的
な
実
力
行
使
が
全
体
の
色
調
を
な
し
て

　
⑥

い
た
」
と
い
う
、
や
や
意
味
の
と
お
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
本
書
の
見
解
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
何
人
か
の
研
究
老
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
を
更
に
発
展
さ
せ
第
一
の
も
の
を
明
確
に
克
服
し
た
も
の
と
し
て
、
社
会
党
は
普
通
選
挙
請
願
運
動
以
来
の
「
自
由
主
義
的
政
治
家
」
ら
と

の
共
同
戦
線
を
こ
の
反
対
運
動
の
過
程
で
裏
切
り
、
そ
の
結
果
党
勢
拡
大
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
⑨

が
中
村
勝
範
か
ら
出
さ
れ
、
太
田
雅
夫
に
継
承
さ
れ
た
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
社
会
党
の
値
上
げ
反
対
運
動
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
両
者
の
水
準

を
超
え
る
研
究
は
な
い
。

　
次
に
都
市
民
衆
運
動
史
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
日
露
戦
争
以
後
の
聖
衆
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
大
河
内
前
出
書
で
も
既
に

　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
信
夫
ら
も
、
こ
の
値
上
げ
反
対
運
動
の
意
義
を
「
民
衆
運
動
の
成
長
」
を
示
す
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。
　
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

治
へ
の
批
判
意
識
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
契
機
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
金
原
左
門
の
見
解
は
、
こ
の
種
の
ア
ブ
痺
ー
チ
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
し

て
い
よ
う
。
宮
地
正
人
の
『
日
露
戦
後
耳
掛
史
の
研
究
』
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
書
は
、
日
露
戦
争
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
時
期

を
「
都
市
民
衆
騒
擾
期
」
と
規
定
し
、
電
車
賃
値
上
げ
反
対
運
動
を
そ
の
一
環
と
位
置
付
け
な
が
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
「
国
民
主
義
的
対
外
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

派
」
の
役
割
を
は
じ
め
て
明
確
に
指
摘
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
合
－
関
心
の
あ
り
方
か
ら
必
然
的
に
そ
う
な
る
の
で
あ
る
が
一
；
分
析
と
叙
述
の
対
象
は
ほ
と
ん

ど
社
会
主
義
老
に
限
ら
れ
、
　
一
般
山
衆
の
動
向
は
あ
ま
り
視
野
に
お
さ
め
ら
れ
な
い
。
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
場
合
も
、
宮
地
を
例
に
と
れ
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一九〇六年菓京の電車賃値上げ反対運動（桂川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ば
、
東
京
の
貧
民
・
細
民
層
の
生
ま
れ
る
過
程
や
構
造
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
分
析
を
行
っ
て
い
な
が
ら
、
彼
ら
の
動
向
と
「
国
民
主
義
的
対
外

硬
派
」
の
運
動
と
の
関
連
が
十
分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
運
動
に
様
々
な
人
々
や
団
体
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
運
動
は
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
か
、
ま
だ
必
ず
し
も
十
分
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
　
『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
い
く
つ
か
の
新
資
料
を
利
用
し
つ
つ
、
改
め
て
こ
の
反
対
運
動
の
全
容

に
つ
き
検
討
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
運
動
は
三
月
と
八
月
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
の
二
回
行
わ
れ
た
が
、
本
稿
の
叙
述
は
、
多
く
が
夏
の
運
動
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
理
由
の
一
つ
は
資
料
的
制
約
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
夏
の
運
動
の
方
が
春
の
も
の
よ
り
多
く
の
問
題
点
を
含
み
、

ま
た
意
義
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
予
め
断
っ
て
お
く
。
　
（
な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
新
聞
は
、
「
万
朝
憲
」
1
1
万
朝
、
「
東
京

日
日
新
聞
」
皿
東
日
、
　
「
時
事
新
報
」
艮
時
事
と
略
化
し
、
日
付
も
、
九
月
五
日
な
ら
9
・
5
と
記
す
。
）

①
　
『
日
本
労
働
運
動
史
』
（
弘
文
堂
　
一
九
五
〇
年
）
七
九
～
八
一
頁
、
及
び
『
資

　
二
目
本
社
会
運
動
思
想
史
3
・
明
治
社
会
運
動
思
想
』
　
（
浮
木
書
店
　
一
九
六
八

　
年
）
の
「
解
説
」
（
同
書
五
七
一
～
五
七
二
頁
）

②
　
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
1
』
　
（
日
本
評
論
新
社
　
一
九
五
四
年
）
九
八
～
一

　
〇
六
頁

③
『
目
本
社
会
運
動
思
想
論
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
六
五
年
）
五
六
～
五

　
七
頁

④
河
出
書
房
新
社
刊
（
一
九
七
五
年
差
七
二
頁
（
木
原
実
執
筆
）

⑤
　
縣
屋
舞
雄
・
稲
岡
進
編
『
日
本
の
騒
乱
百
年
・
下
』
　
（
現
代
評
論
社
　
一
九
六

　
九
年
）
四
九
～
五
〇
頁
（
続
屋
執
筆
）
も
、
こ
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

⑥
　
岩
波
新
書
（
一
九
五
二
年
）
一
五
二
頁

⑦
た
と
え
ば
岡
本
宏
『
日
本
社
会
主
義
政
党
論
史
序
説
』
（
法
律
文
化
社
一
九

　
六
八
年
）
三
四
頁
、
及
び
小
山
仁
示
前
出
書

⑧
　
『
明
治
社
会
主
義
研
究
臨
　
（
世
界
書
院
　
　
九
六
六
年
）
二
四
二
～
二
五
三
頁

⑨
『
明
治
社
会
主
義
政
党
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
露
国
一
九
七
一
年
）
一
七
八
～

　
一
九
二
頁

⑩
大
河
内
一
男
前
出
欝
一
五
〇
～
一
五
二
頁

⑪
　
信
夫
清
三
郎
編
『
講
座
現
代
反
体
制
運
動
史
　
第
1
巻
・
形
成
と
展
開
』
　
（
青

　
木
書
店
　
　
一
九
六
〇
年
）
一
三
六
頁
（
那
須
宏
・
山
賑
公
平
執
策
）

⑫
金
原
左
門
編
『
日
本
斑
衆
の
歴
史
7
・
自
由
と
反
動
の
潮
流
瞼
（
三
省
賞
一

　
九
七
五
年
）
一
六
頁
（
金
原
執
筆
）

⑬
東
大
出
版
会
期
二
九
七
三
年
）
二
六
八
～
二
七
一
頁

⑭
　
同
一
山
ハ
九
～
一
一
一
悶
門
百
ハ
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三
月
の
運
動
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一
九
〇
六
年
当
時
東
京
市
内
に
電
車
を
走
ら
せ
て
い
た
会
社
は
、
一
九
〇
三
年
開
業
の
東
京
電
車
鉄
道
（
電
鉄
）
と
東
京
市
街
鉄
道
（
街
鉄
）
、

翌
年
開
業
の
東
京
電
気
鉄
道
（
外
濠
）
の
三
社
で
あ
っ
た
。
一
八
八
二
年
開
業
の
東
京
馬
車
鉄
道
を
前
身
と
す
る
電
鉄
、
一
八
九
六
年
設
立
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

崎
電
気
鉄
道
が
市
内
電
車
営
業
を
企
て
て
社
名
変
更
し
た
外
濠
と
比
べ
、
街
鉄
の
設
立
経
緯
は
少
々
こ
み
入
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
あ
る
種
の

政
治
的
性
格
を
伴
っ
て
い
た
。
日
清
戦
争
直
後
東
京
で
市
内
電
車
営
業
を
企
て
て
い
た
も
の
に
は
東
京
馬
車
鉄
道
の
外
、
雨
宮
敬
次
郎
ら
の
会

社
と
渋
沢
栄
一
・
藤
山
墨
太
・
中
上
川
彦
次
郎
ら
の
会
社
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
や
や
遅
れ
て
利
光
鶴
松
ら
が
星
亨
を
黒
幕
に
東
京
の
地
主
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
れ
に
出
自
す
る
「
新
興
実
業
家
」
を
集
め
て
設
立
し
た
会
社
が
、
わ
り
こ
み
を
は
か
っ
た
。
第
二
次
松
方
内
閣
は
利
光
一
星
の
会
社
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
社
に
だ
け
営
業
を
認
め
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
電
車
会
社
設
立
を
通
し
て
の
「
市
内
実
業
家
層
の
自
由
党
へ
の
政
治
的
組
織
化
」
を
ね
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

星
と
利
光
は
、
東
京
市
議
会
を
動
か
し
て
市
営
電
車
敷
設
を
決
議
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
こ
の
案
の
実
現
を
妨
害
し
た
。
そ
し
て
第
二
次
山
県
内

閣
と
の
提
携
の
代
償
と
し
て
、
馬
車
鉄
道
以
外
の
三
社
が
合
併
し
た
上
で
改
め
て
開
業
を
出
願
す
れ
ば
認
可
す
る
と
の
内
務
省
当
局
の
内
意
を

　
⑥

得
た
。
～
八
九
九
年
、
三
社
の
合
併
に
よ
り
街
鉄
が
生
ま
れ
た
。
自
由
党
1
1
憲
政
党
に
つ
な
が
る
市
内
新
興
実
業
家
層
が
、
こ
う
し
て
街
鉄
経

営
陣
の
一
角
に
加
わ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
星
の
指
導
下
に
ほ
ぼ
同
じ
時
期
大
量
に
市
会
に
進
出
し
た
彼
ら
は
、
郡
市
懇
話
会
と
い
う
市
会
内
会
派
を
作
っ
た
。
一
九
〇
一

年
置
星
が
暗
殺
さ
れ
る
と
、
利
光
と
な
ら
ぶ
彼
の
子
分
で
あ
っ
た
森
久
保
作
蔵
が
あ
と
を
継
ぎ
、
三
年
か
ら
二
十
日
会
と
称
し
た
（
『
東
京
経
済

雑
誌
』
、
0
5
・
6
・
！
0
）
。
同
社
は
、
こ
の
よ
う
に
元
来
二
十
日
会
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
路
線
特
許
等
で
他
二
二
よ
り
有
利
な
立

場
を
得
る
目
的
な
ど
か
ら
、
市
議
に
さ
か
ん
に
権
利
株
を
ば
ら
ま
い
た
。
　
こ
の
結
果
、
　
「
市
会
を
街
鉄
の
株
主
会
議
と
し
た
」
と
評
さ
れ
る

（『

ｾ
陽
』
、
0
3
・
8
）
ま
で
に
、
圃
社
は
市
会
に
深
く
く
い
こ
ん
で
い
た
。
～
方
、
星
一
政
反
刃
系
の
市
政
へ
の
勢
力
拡
大
に
反
発
す
る
進
歩
党
1
1

憲
政
本
党
系
の
政
治
家
や
市
内
有
力
者
ら
は
、
　
『
東
京
経
済
雑
誌
』
主
宰
者
の
田
口
卯
吉
を
中
心
に
一
九
〇
〇
年
、
東
京
市
単
民
会
を
結
成
し
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⑦た
。
同
会
は
、
市
内
住
民
の
上
層
部
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
様
々
な
階
層
を
担
い
手
と
す
る
運
動
を
し
だ
い
に
組
め
な
く
な
り
、
三
年
に
解
散

　
　
⑧

し
た
が
、
こ
れ
に
属
し
て
い
た
市
議
は
こ
の
年
同
志
会
を
結
成
し
て
二
十
日
会
に
対
抗
し
た
（
『
東
京
経
済
雑
誌
』
、
0
5
・
6
・
1
0
）
。
五
年
六
月
の

市
会
半
数
改
選
の
結
果
同
志
会
・
二
十
臼
会
と
も
に
過
半
数
を
占
め
な
く
な
っ
た
の
で
、
提
携
し
て
市
区
改
正
委
員
等
の
常
設
委
員
と
名
誉
職

市
参
事
会
員
（
市
政
執
行
の
責
任
機
関
と
し
て
当
疇
お
か
れ
て
い
た
市
参
事
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
市
会
が
選
出
す
る
）
の
改
選
分
と
を
折
半
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
（
同
6
・
2
4
）
。
　
つ
ま
り
、
中
立
派
を
排
除
し
て
市
政
を
こ
の
二
派
で
に
ぎ
る
こ
と
を
ほ
ぼ
唯
一
の
目
的
と
す
る
野
合
が
成
立
し
、
こ
れ

以
後
の
市
会
及
び
市
政
は
、
そ
の
上
に
運
営
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
六
年
三
月
二
日
、
三
社
は
電
車
賃
の
三
銭
か
ら
五
銭
へ
の
値
上
げ
を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
値
上
げ
申
請
は
「
適
切
な
理
由
、

根
拠
を
詳
示
せ
ず
し
て
乏
い
ま
」
に
」
な
さ
れ
た
不
当
な
も
の
だ
と
い
う
（
亡
朝
3
・
5
「
言
論
」
）
よ
う
に
、
各
新
聞
・
雑
誌
は
ほ
ほ
ぼ
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
割
前
後
の
配
当
を
出
し
て
い
る
会
社
の
値
上
げ
申
請
を
強
く
批
判
し
た
。
ま
た
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
な
ほ
ぼ
三
系
統
の
諸
団
体
が
反
対
運

動
を
進
め
て
い
っ
た
。
（
以
下
、
各
団
体
の
活
動
に
関
す
る
資
料
の
呈
示
は
、
原
則
と
し
て
表
1
に
ゆ
ず
る
。
）

表
1
　
3
月
の
各
団
体
の
運
動

3
月
3
日

　
　
5678

市
・
区
　
会
議
員

市
会
議
員
有
志
、
臨
時
帯
議
会
開
会
を

要
求
〈
万
朝
・
東
日
3
・
6
＞

箭
議
会
、
特
別
委
員
会
に
よ
る
値
上
げ

問
題
審
議
を
決
定
〈
時
事
3
・
8
＞

麹
町
区
議
会
反
対
決
議
〈
東
臼
・
万
朝

3
・
9
＞

麹
町
区
議
会
、
内
相
・
警
視
総
監
・
府

「
国
茂
主
義
的
対
外
硬
派
」

市
政
記
者
倶
楽
部
、

3
・
7
＞

反
紺
決
議
く
東
目

社
会
主
　
義
者

日
本
社
会
党
臨
時
評
議
員
会
〈
太
田
〉

日
本
社
会
党
「
電
車
間
題
演
説
会
」

そ

の

他

電
車
妨
害
〈
万
朝
3
・
5
＞

電
車
等
へ
の
放
火
が
行
わ
れ
る
と
の

啄
が
流
れ
る
〈
東
日
3
・
9
＞
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知
事
に
意
見
書
提
出
〈
東
日
3
・
9
＞

市
議
会
特
別
委
員
会
、
四
銭
均
一
を
否

決
〈
東
日
3
・
9
＞

麹
町
区
議
会
、
同
区
選
出
議
員
に
決
議

書
送
付
〈
東
日
・
万
朝
3
・
1
2
＞

浅
草
区
議
会
、

1
3
＞

反
対
決
議
く
時
審
3
・

市
議
会
、
値
上
げ
是
認
決
議

浅
草
区
議
会
代
表
、
内
桐
・
警
視
総
監

・
府
知
事
を
訪
問
〈
時
事
3
・
1
3
＞

「
十
五
区
区
会
議
員
連
合
大
会
」
　
〈
東

臼
3
・
1
2
な
ど
〉

牛
込
区
議
会
、
反
対
決
議
〈
時
事
3
・

1
4
＞

麹
町
区
議
会
決
議
〈
時
審
3
・
1
6
＞

こ
の
頃
、
坪
谷
善
四
郎
、
三
会
社
に
公

開
質
問
状
を
出
す
〈
万
朝
3
・
1
6
＞

市
議
会
、
電
車
市
有
を
期
す
る
こ
と
を

決
議
〈
特
事
3
・
1
6
＞

芝
区
議
会
、
反
対
決
議
〈
時
事
3
・
1
6
、

3
・
1
8
＞

こ
の
日
（
～
）
赤
坂
区
議
会
、
反
対
決

議
〈
時
購
3
・
1
9
＞

〈
特
事
3
・
8
＞

国
属
作
振
会
演
説
会
〈
宮
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
反
　
　
対
　
　
演
　
　
説

こ
の
頃
、
日
本
倶
楽
部
、
反
対
意
見
書

を
内
相
に
提
出
〈
万
朝
3
・
1
1
＞

国
民
作
振
会
、
反
対
等
を
決
議
く
東
目

3
・
1
2
V

　
　
　
　
　
　
第
　
　
｝
　
回
　
市

会
　
〈
太
田
〉

　
　
民
　
大
　
　
会

日
本
社
会
党
、
反
対
演
説
会
〈
太
田
〉

「
電
車
間
題
演
説
会
」
　
〈
時
事
3
・
1
2
＞

国
罠
作
振
会
演
説
会
〈
時
事
3
・
1
3
＞

「
晴
事
政
談
演
説
会
」

朝
3
・
1
2
＞

　
　
　
　
　
　
　
反

（
予
定
）
〈
万

対
　
　
演

説
　
　
会
　
〈
太
田
〉

第
二
回
市
民
大
会

東
京
洋
服
業
同
業
組
含
、
反
対
運
動

を
お
こ
す
こ
と
を
決
定
〈
東
日
3
・

1
5
＞
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17 1620　19 182223

麹
町
区
議
会
、
　
「
十
五
区
連
合
区
会
」

の
招
集
状
を
発
す
〈
帰
朝
3
・
1
9
な

ど
〉

芝
区
議
会
、
反
対
の
具
申
警
を
内
相
・

警
視
総
監
・
府
知
事
に
提
出
く
時
事
3

・
2
0
V

値
上
げ
反
対
派
の
市
会
議
員
の
懇
親
会

〈
万
朝
・
東
日
3
・
2
0
＞

本
郷
区
反
対
決
議
〈
時
事
3
・
2
1
＞

京
橋
区
議
会
委
員
会
、
値
上
げ
申
請
の

却
下
を
内
相
等
に
陳
情
す
る
こ
と
を
決

議
〈
万
朝
3
・
2
3
＞

電
車
間
題
区
会
議
員
連
含
会
〈
万
朝
3

・
2
4
＞

京
橋
区
議
会
反
対
決
議
〈
時
事
3
・
2
3
＞

本
郷
区
議
会
代
表
、
内
相
を
訪
問
（
予

定
）
〈
万
朝
3
・
2
2
＞

「
電
車
問
題
政
談

眼
本
社
会
党
評
議
員
会
〈
太
田
〉

　
第
三
回
市
罠
大
会
の
予
定
な
る
も
禁
止

　
さ
れ
る

演
説
会
」
　
〈
時
事
・
万
報
3
・
1
9
＞

電
車
へ
の
投
石
、
電
車
妨
害
な
ど

〈
万
朝
・
東
日
3
・
1
8
＞

投
石
な
ど
〈
趣
旨
・
万
朝
報
3
・
1
9
＞

電
車
妨
害
・
投
石
な
ど

21

ﾈ
ど
〉

〈
東
日
3
・

（
註
）

〈
〉
内
は
各
事
項
の
出
典
を
示
す
。
略
記
の
し
か
た
、
日
付
表
構
の
し
か
た
は
、
本
文
と
同
様
。
　
〈
太
田
〉
〈
宮
地
〉
は
各
々
、

（一

ｵ
八
～
一
八
○
頁
）
、
宮
地
正
人
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
　
（
二
六
九
～
二
七
〇
）
の
記
述
に
拠
る
こ
と
を
示
す
。

太
田
雅
夫
『
明
治
挫
会
主
義
政
党
史
』

　
ま
ず
市
・
区
会
議
員
に
つ
い
て
み
る
。
三
月
初
旬
、
十
六
名
の
市
議
が
値
上
げ
問
題
に
関
す
る
臨
時
市
会
の
召
集
を
要
求
し
た
。
こ
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
、
市
会
に
お
け
る
反
政
友
会
の
長
老
で
あ
る
中
島
行
孝
、
　
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
東
京
朝
日
記
者
で
あ
る
溝
淵
正
気
ら
と
共
に
、
中

鉢
美
明
の
よ
う
な
政
友
会
系
の
議
恥
も
い
た
。
区
議
の
中
か
ら
も
、
同
じ
頃
、
値
上
げ
問
題
を
市
議
だ
け
に
任
せ
る
の
で
な
く
、
区
議
と
し
て

と
り
く
む
べ
き
だ
と
の
声
が
出
始
め
た
（
東
日
3
・
8
）
。
反
対
運
動
を
最
初
に
始
め
た
の
は
麹
町
区
議
会
で
あ
っ
た
。
同
議
会
は
七
日
、
値
上

げ
は
「
公
衆
の
便
利
を
犠
牲
に
し
て
二
三
会
社
の
利
益
を
激
増
」
さ
せ
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
か
え
っ
て
交
通
の
発
達
を
妨
げ
「
市
民
の
公
益
を
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阻
碍
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
、
値
上
げ
反
対
意
見
書
（
東
日
3
・
9
）
を
議
決
し
た
。
そ
し
て
翌
日
こ
れ
を
内
相
・
警
視
総
監
・
市
参
事
会
な

ど
に
提
出
す
る
一
方
、
各
匿
議
会
に
対
し
値
上
げ
反
対
に
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と
を
要
請
し
た
（
東
日
・
万
朝
3
・
9
）
。
同
議
会
は
更
に
一
〇
日
、

同
区
選
出
の
市
会
議
員
に
対
し
そ
の
反
対
決
議
を
強
く
支
持
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
そ
の
際
、
そ
れ
を
支
持
で
き
な
い
の
な
ら
市
会
議
員
を

辞
職
せ
よ
と
ま
で
述
べ
て
い
た
。
他
に
も
浅
草
、
牛
込
な
ど
の
区
議
会
が
反
対
の
態
度
を
表
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
う
し
た
動
き
を
う
け
て
、
一
二
日
、
八
区
か
ら
三
十
名
が
集
ま
っ
て
「
十
五
区
区
会
議
員
連
合
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
各
区
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
協
議
会
で
推
薦
さ
れ
た
区
会
議
員
か
ら
成
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
有
志
と
し
て
参
加
し
た
議
員
も
い
た
よ
う
だ
っ
た
（
万
朝
8
・
2
0
）
。

同
会
は
値
上
げ
反
対
、
市
会
を
傍
聴
し
て
選
出
議
員
の
行
動
を
監
視
す
る
こ
と
、
区
議
会
の
決
議
に
反
す
る
行
動
を
と
っ
た
市
議
に
は
辞
職
勧

告
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
後
、
府
知
事
か
ら
の
諮
問
に
最
終
的
な
回
答
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
市
会
の
傍
聴
に
出
か
け
た
（
東
日
3
・
1
3
）
。

　
同
日
開
か
れ
た
市
会
は
、
八
日
の
特
別
委
員
会
の
結
論
と
は
逆
に
、
四
銭
へ
の
値
上
げ
を
二
十
七
対
二
十
六
で
承
認
し
た
。
既
述
の
よ
う
な

街
鉄
と
市
会
と
の
関
係
、
会
社
側
か
ら
市
議
に
組
織
的
な
買
収
工
作
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
（
万
朝
3
・
4
）
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
値
上
げ
推
進

派
に
は
不
本
意
な
結
果
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
値
上
げ
反
対
派
市
議
二
十
一
名
は
　
八
日
懇
親
会
を
開
き
、
値
上
げ
反
対
、
電
車
市
有
を

期
す
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
が
、
こ
れ
に
は
中
島
行
孝
や
当
時
憲
政
本
党
の
代
議
士
で
も
あ
っ
た
関
直
彦
の
よ
う
な
市
議
だ
け
で
な
く
、
杉
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

栄
三
郎
の
よ
う
な
憲
政
党
1
1
政
友
会
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
老
も
参
加
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
二
十
日
当
1
1
賛
成
、
目
算
会
1
1
反
対
と
い
う
単
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ

な
図
式
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
申
し
合
わ
せ
の
中
に
、
党
派
の
如
何
を
問
わ
ず
将
来
固
く
一
致
の
行
動
を
と
る
と
い
う
条
項
の

あ
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
政
友
会
の
内
務
部
会
に
、
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
値
上
げ
反
対
の
建
議

案
が
提
出
さ
れ
た
（
万
朝
3
・
9
）
よ
う
に
、
同
党
内
に
も
値
上
げ
反
対
派
が
存
在
し
た
。

　
一
方
、
区
会
は
市
会
の
値
上
げ
承
認
を
き
っ
か
け
に
反
市
会
運
動
を
組
織
し
始
め
た
。
ま
ず
麹
瞬
区
会
は
一
四
日
、
　
「
市
会
議
員
の
多
数
が

外
間
よ
り
の
圧
迫
と
誘
惑
と
を
加
へ
ら
れ
た
る
結
果
に
出
で
た
る
も
の
に
し
て
東
京
市
民
の
意
思
に
反
す
る
も
の
と
認
む
」
と
い
う
（
聴
事
3
・

1
6
）
、
市
会
に
不
信
任
決
議
を
つ
き
つ
け
た
も
同
様
の
決
議
を
行
っ
た
。
同
区
会
の
呼
び
か
け
で
ニ
ニ
日
、
　
「
電
車
問
題
区
会
議
員
連
合
会
」

72　（72）



一九〇六年東京の電車賃値上げ反対運動（桂川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
開
か
れ
、
当
時
の
十
五
区
中
十
区
か
ら
二
十
二
人
が
集
ま
っ
た
。
同
会
は
、
　
「
区
会
の
如
き
下
層
行
政
の
監
督
団
体
は
最
も
人
民
に
接
近
し

実
際
市
民
の
利
益
の
擁
護
者
た
る
位
置
に
あ
る
」
（
万
朝
3
．
2
4
）
と
自
ら
を
位
置
付
け
つ
つ
、
　
「
市
民
の
利
益
」
に
反
す
る
値
上
げ
に
反
対
す

る
、
当
局
者
に
「
市
民
の
希
望
に
背
く
の
処
置
」
を
と
ら
な
い
よ
う
要
望
す
る
、
値
上
げ
に
賛
成
し
た
市
議
に
辞
職
勧
告
す
る
な
ど
を
決
議
し

た
（
時
事
3
・
2
3
）
。
　
こ
の
場
合
の
「
市
民
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
を
指
し
て
い
る
の
か
こ
の
限
り
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い

が
、
独
占
的
会
社
及
び
そ
れ
を
経
営
す
る
富
裕
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
敵
対
的
な
存
在
と
い
う
含
意
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
、
少
く
と

も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
独
占
会
社
及
び
富
裕
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
1
一
市
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
横
暴
へ
の
「
市
民
」
1
1
区
会
の
ブ
ロ
ッ
ク

の
攻
撃
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
三
月
下
旬
ま
で
に
十
の
区
会
が
値
上
げ
反
対
を
決
議
し
た
（
万
朝
3
・
2
3
）
だ
け
で
な

く
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
な
い
く
つ
か
の
区
の
陳
情
な
ど
、
鷺
会
の
反
値
上
・
反
市
会
運
動
は
活
発
で
あ
っ
た
。

　
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
を
次
に
見
る
。
（
な
お
本
稿
で
は
、
日
本
の
大
陸
膨
張
政
策
を
無
条
件
に
支
持
す
る
一
方
で
、
従
来
の
政
党
に
吸
収
さ
れ
な

い
人
々
に
依
拠
し
つ
つ
反
藩
閥
・
反
既
成
政
党
（
特
に
政
友
会
）
・
政
界
刷
新
を
唱
え
る
グ
ル
ー
プ
と
い
う
、
宮
地
前
出
書
二
四
八
～
二
五
三
頁
の
規
定
に
一
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

依
拠
し
つ
つ
、
こ
の
語
を
使
用
す
る
。
）
国
民
作
振
会
は
九
日
に
反
対
演
説
会
を
開
催
、
翌
日
に
は
値
上
げ
絶
対
反
対
と
電
車
市
有
方
策
を
講
じ
る

よ
う
市
に
要
求
す
る
こ
と
と
を
決
議
し
た
。
＝
二
日
に
も
演
説
会
を
開
い
た
。
山
路
愛
山
・
田
川
大
吉
郎
・
田
中
弘
之
・
中
村
大
八
郎
・
山
根

悟
一
・
秋
岡
徳
生
ら
は
『
新
紀
元
派
』
の
社
会
主
義
者
木
下
尚
江
と
共
に
、
一
二
日
と
一
四
日
に
演
説
会
を
開
い
た
。
山
路
や
中
村
ら
の
国
家

社
会
党
と
田
川
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
前
後
ま
で
日
本
社
会
党
と
も
値
上
げ
問
題
で
提
携
し
て
い
た
。
一
方
、
群
馬
県
出
身
の
前
代
議
士

　
　
　
　
　
　
⑱

で
あ
る
細
野
次
郎
と
弁
護
±
の
信
岡
雄
四
郎
・
塩
谷
恒
太
郎
は
一
四
日
、
「
時
事
政
談
演
説
会
」
を
開
い
た
。
「
東
京
二
六
新
聞
」
（
「
二
六
新
報
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
改
題
）
記
者
の
中
村
弼
や
代
議
士
の
田
川
大
吉
郎
ら
が
結
成
し
て
い
た
日
東
倶
楽
部
は
、
値
上
げ
反
対
意
見
書
を
内
相
に
提
出
し
た
（
万
朝
3

・
1
1
）
。
　
一
九
日
の
「
電
車
問
題
政
談
演
説
会
」
に
は
塩
谷
・
高
木
益
太
郎
・
花
井
卓
蔵
ら
弁
護
士
、
村
松
恒
一
郎
・
黒
岩
周
六
ら
新
聞
記
者

の
他
に
細
野
・
木
下
ら
十
三
名
が
弁
士
と
し
て
出
た
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
黒
岩
周
六
（
涙
香
）
が
経
営
す
る
「
万
朝
報
」
は
、
既
述
の
よ
う
な
値
上
げ
を
不
当
と
す
る
論
説
を
掲
載
し
て
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以
来
、
下
旬
に
申
請
が
却
下
さ
れ
る
ま
で
ほ
ぼ
連
日
コ
冒
論
」
欄
の
一
部
に
値
上
げ
反
対
の
論
説
、
短
評
を
の
せ
た
。
同
時
期
の
他
の
新
聞
や

雑
誌
に
は
見
ら
れ
な
い
、
同
紙
の
き
わ
だ
っ
た
特
色
で
あ
る
。
同
紙
の
主
張
の
第
一
の
柱
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
三
銭
均
一
で
は
安
い
と
い

う
会
社
の
主
張
に
は
十
分
な
根
拠
が
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
会
社
側
の
論
拠
に
ひ
と
つ
づ
つ
反
駁
を
行
っ
た
（
「
三
電
車
の
不
法
要
求
」
3
．

18

y
び
1
9
な
ど
）
。
第
二
に
、
会
社
の
重
役
達
が
値
上
げ
問
題
を
利
用
し
た
自
社
株
の
売
買
で
大
も
う
け
す
る
と
い
う
不
正
行
為
を
行
っ
て
い
る

と
し
て
非
難
し
た
（
同
3
・
1
7
）
。
市
民
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
市
民
自
ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
反
対
運
動
に
立
ち
上
る
こ
と
を
促
し
た
（
「
東
京

市
民
の
問
題
」
3
・
9
）
。
市
議
会
が
値
上
げ
を
認
め
た
直
後
に
は
、
市
議
会
の
議
決
は
市
民
の
真
の
世
論
と
か
け
離
れ
た
所
で
行
わ
れ
た
も
の

だ
と
、
市
議
会
へ
の
不
信
を
表
明
し
た
（
「
真
の
輿
論
」
3
・
1
6
）
。
そ
し
て
当
局
に
申
請
の
却
下
を
要
請
し
た
（
「
却
下
す
る
に
在
り
」
3
・
1
7
な
ど
）
。

　
「
万
朝
報
」
の
熱
心
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
当
然
社
長
の
黒
岩
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
論
調
は
、
従
っ
て
、
黒
岩
な
い
し

彼
の
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
立
場
を
反
映
し
て
い
る
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
　
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
こ
の
時
期
の
運
動

は
主
に
電
車
会
社
の
不
当
な
値
上
げ
、
そ
の
横
暴
に
む
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
誕
生
し
た
ば
か
り
の
日
本
社
会
党
は
、
こ
の
値
上
げ
問
題
を
党
勢
拡
大
の
恰
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
積
極
的
に
と
り
く
も
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
年
前
の
普
通
選
挙
請
願
運
動
の
際
の
協
力
関
係
を
も
と
に
、
同
党
は
木
下
尚
江
、
田
川
大
吉
郎
、
山
路
愛
山
ら
と
「
共
同
戦
線
」
を
は
っ
た
。

彼
ら
の
共
同
主
催
で
、
一
一
日
第
一
回
市
民
大
会
が
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
値
上
げ
申
請
を
「
不
正
の
甚
し
き
も
の
と
認
」
め
る
、
内
相
が
絶
対
に
「
之
を
阻
遇
し
東
京
市
民
の
公
益
を
確
実
に
維
持
せ

ん
こ
と
を
望
む
」
（
時
事
3
・
1
2
）
と
い
う
内
容
の
決
議
案
を
採
択
し
、
こ
れ
を
内
相
に
提
出
す
る
委
員
と
し
て
、
西
川
光
二
郎
・
堺
利
彦
・
木

下
・
細
野
次
郎
・
田
川
の
五
人
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
一
五
日
に
第
二
回
大
会
を
開
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
会
主
の
山
路
愛
山
が
こ
こ
で
予
定
ど

お
り
散
会
を
告
げ
る
と
、
堺
が
突
然
デ
モ
を
提
案
し
山
路
と
激
し
く
や
り
あ
っ
た
す
え
、
社
会
党
員
が
約
百
五
十
名
の
民
衆
の
先
頭
に
立
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

葉
鉄
本
社
や
い
く
つ
か
の
新
聞
社
に
デ
モ
を
行
っ
た
。
社
会
党
は
こ
の
デ
モ
が
成
功
し
た
と
判
断
し
た
が
、
他
の
同
盟
窮
達
は
む
し
ろ
社
会
党

に
不
信
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
国
家
社
会
党
は
第
二
回
大
会
の
共
同
主
催
者
か
ら
お
り
た
。
第
二
回
市
民
大
会
で
、
社
会
党
と
他
の
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共
同
主
催
団
体
の
分
裂
が
決
定
的
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
大
会
の
共
同
主
催
者
の
加
藤
時
次
郎
と
田
川
大
吉
郎
は
社
会
党
員
を
横
目
に
自

分
達
だ
け
で
集
会
を
始
め
「
我
々
は
市
会
の
決
議
を
無
視
す
。
我
々
は
飽
く
迄
電
車
値
上
に
反
対
す
」
等
の
決
議
文
を
読
み
上
げ
、
一
八
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

再
度
大
会
を
開
く
と
告
げ
る
と
、
閉
会
を
宣
言
し
て
姿
を
消
し
た
。
つ
ま
り
、
木
下
・
加
藤
ら
「
新
紀
元
」
派
の
社
会
主
義
者
と
田
川
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
、
社
会
党
と
絶
縁
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
二
回
大
会
に
は
学
生
・
職
工
・
労
働
者
・
小
僧
な
ど
を
中
心
に
（
万
朝
3
・
1
6
）
、
第
一
回
大
会
以
上
の
多
数
の
民
衆
が
集

ま
っ
て
い
た
。
値
上
げ
案
発
表
以
来
の
社
会
党
・
国
家
社
会
党
・
田
川
ら
の
グ
ル
ー
プ
や
「
対
外
主
義
的
国
民
硬
派
」
の
熱
心
な
活
動
の
成
果

で
も
あ
り
、
民
衆
の
値
上
げ
反
対
の
気
持
ち
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
人
々
に
向
っ
て
、
同
盟
者
か
ら
出
し
ぬ
か
れ
た
形
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

つ
た
社
会
党
は
、
「
機
を
逸
し
て
は
大
変
と
」
市
会
へ
の
デ
モ
を
煽
動
し
た
。
社
会
党
員
に
率
い
ら
れ
た
「
数
学
」
の
デ
モ
隊
は
日
比
谷
公
園
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

出
て
電
車
を
止
め
、
こ
れ
に
投
石
し
つ
つ
街
鉄
と
市
役
所
に
至
り
、
投
石
・
破
壊
を
行
っ
た
。
警
官
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
民
衆
は
、
そ
の
後
三

時
頃
か
ら
再
び
日
比
谷
公
園
に
集
ま
り
始
め
、
　
「
芝
山
付
近
一
面
に
人
の
山
を
築
」
く
ほ
ど
に
な
っ
た
（
東
日
3
・
1
6
）
。
そ
の
う
ち
に
、
　
「
牛

乳
配
達
体
」
の
男
と
か
「
書
生
体
の
男
」
な
ど
が
、
熱
心
に
値
上
げ
反
対
の
演
説
を
し
、
群
集
の
大
き
な
拍
手
と
賛
同
を
あ
び
た
。
こ
の
後
、

再
び
デ
モ
と
投
石
が
自
然
発
生
的
に
は
じ
ま
っ
た
。
し
か
し
、
五
時
す
ぎ
警
官
に
よ
り
人
々
は
公
園
か
ら
排
除
さ
れ
た
（
東
日
及
び
時
事
3
・
1
6
）
。

1
こ
の
日
の
事
件
で
社
会
党
は
西
川
光
二
郎
ら
十
名
が
検
挙
さ
れ
、
兇
徒
主
意
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
暴
動
の
た
め
一
八
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
第
三
回
大
会
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
当
日
に
は
、
多
く
の
人
々
が
会
場
予
定
地
で
あ
っ
た
上
野
公
園
に
集
ま
り
、
一
帯
は

一
時
不
穏
な
情
況
と
な
っ
た
。
一
六
～
一
八
日
の
間
、
市
内
各
所
で
電
車
妨
害
が
お
き
た
。
　
「
都
市
民
衆
騒
擾
期
」
に
特
有
の
、
民
衆
の
行
動

　
　
　
　
　
　
⑳

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
電
車
賃
上
げ
の
影
響
を
直
接
に
し
か
も
最
も
厳
し
く
蒙
る
｝
般
民
衆
の
値
上
げ
に
対
す
る
怒
り
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
た
。
社
会
党
で
さ
え
、
一
五
日
の
投
石
や
打
ち
こ
わ
し
の
激
化
を
お
さ
え
き
れ
ず
「
逆
に
逃
げ
出
す
や
う
な
始
末
だ

　
⑳

つ
た
。
」

　
し
か
し
、
投
石
な
ど
の
行
動
を
新
聞
は
「
漫
に
感
情
に
偏
し
軽
操
な
る
挙
動
」
（
東
日
3
．
1
8
）
だ
と
決
め
つ
け
た
。
　
「
電
車
賃
引
上
に
反
対
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す
る
の
は
市
民
多
数
の
素
よ
り
同
感
と
す
る
所
で
あ
る
が
、
如
何
に
激
昂
す
れ
ば
と
て
、
会
縫
を
襲
ふ
た
り
電
車
を
妨
害
し
破
壊
し
た
り
、
為

め
に
罪
も
何
も
無
い
乗
客
を
負
傷
さ
せ
る
の
は
罪
悪
で
あ
る
。
斯
様
な
こ
と
を
す
れ
ば
寛
に
心
あ
る
者
の
同
情
を
失
ふ
や
う
に
な
る
か
ら
、
我

々
は
善
意
を
以
て
切
に
斯
る
こ
と
を
せ
ぬ
や
う
忠
告
す
る
」
と
い
う
「
万
朝
報
」
の
非
難
（
「
机
の
塵
」
欄
3
・
1
8
）
は
、
暴
動
と
い
う
手
段
を
不

可
と
す
る
点
で
は
当
時
の
新
聞
の
反
応
の
一
類
型
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
を
非
難
す
る
の
で
は
な
く
む
し
ろ
諫
め
る
よ
う
な
調
子
で
あ
る
点
、

「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
民
衆
暴
動
へ
の
こ
の
時
期
の
対
応
の
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
東
京
洋
服
業
組
合
が
独
自
に
反
対
運
動
を
す
る
と
決
め
た
り
、
南
品
川
町
の
有
志
に
、
値
上
げ
さ
れ
た
な
ら
地
元
の
水
利
組
合

と
電
鉄
と
の
契
約
を
更
新
せ
ず
、
同
社
の
発
電
所
へ
の
水
の
供
給
を
や
め
る
と
の
計
画
が
あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
た
（
時
事
3
・
1
4
）
。
日
本
橋
区
住

民
の
中
に
は
、
値
上
げ
さ
れ
た
ら
内
務
省
や
府
庁
な
ど
か
ら
の
国
債
応
募
そ
の
他
寄
付
の
要
請
を
拒
否
す
る
と
表
明
す
る
人
も
あ
っ
た
（
万
慮

3
．
1
6
）
。
水
利
組
合
員
と
い
う
か
ら
に
は
一
定
の
土
地
を
も
ち
地
元
に
長
く
住
ん
で
い
る
人
だ
ろ
う
し
、
国
債
応
募
等
の
要
請
は
あ
る
程
度
以

上
の
財
産
を
も
つ
人
に
し
か
な
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
階
層
に
ま
で
、
値
上
げ
反
対
運
動
は
広
が
っ
て
い
た
。

　
以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
三
月
を
通
し
て
様
々
な
階
層
・
立
場
か
ら
の
反
対
運
動
が
広
が
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
二
三
日
、
内
務
省
は
値
上

げ
申
請
を
却
下
し
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
原
敬
が
「
余
は
到
底
値
上
を
許
可
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
信
じ
首
相
に
も
既
に
内
議
し
置
」
い
た
と

記
し
て
い
る
（
『
原
敬
日
記
』
3
．
1
7
）
よ
う
に
、
既
に
中
旬
に
は
却
下
が
内
務
省
の
方
針
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
「
万
朝
鳶
」
が
「
親

愛
な
る
市
民
諸
君
…
…
諸
君
は
勝
利
を
得
た
り
…
…
全
勝
を
得
た
り
」
と
記
し
た
の
は
（
3
・
2
4
）
、
反
対
運
動
の
広
が
り
を
考
え
る
な
ら
、
納

得
で
き
る
論
評
だ
っ
た
。

　
三
月
の
値
上
げ
反
対
運
動
で
積
極
的
な
活
動
を
示
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
区
議
会
だ
っ
た
。
　
「
市
民
の
利
益
の
癖
者
」
と
い
う
立
場
を
表
明

し
て
、
反
値
上
げ
・
反
市
会
の
活
動
を
す
す
め
た
。
し
か
し
「
市
民
」
に
直
接
訴
え
か
け
て
こ
れ
と
結
ん
で
運
動
す
る
と
い
う
方
向
は
、
こ
の

時
に
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
民
衆
に
働
き
か
け
、
彼
ら
の
値
上
げ
に
対
す
る
不
満
を
値
上
げ
反
対
運
動
に
動
員
し
た
の
は
、
社
会
主
義

者
・
国
家
社
会
党
・
【
，
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
だ
っ
た
。
こ
の
三
派
は
田
川
大
吉
郎
と
山
路
愛
山
を
媒
介
と
し
て
事
実
上
同
一
歩
調
を
と
つ
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て
い
た
。
彼
ら
の
主
導
下
で
進
め
ら
れ
た
値
上
げ
反
対
運
動
は
、
二
回
の
市
民
大
会
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
の
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
会
の
運
営
を
通
じ
て
社
会
党
は
他
派
か
ら
絶
縁
さ
れ
、
国
家
社
会
党
や
木
下
尚
江
、
加
藤
時
次
郎
ら
は
こ
の
後
「
国
民
主
義

的
対
外
硬
派
」
に
接
近
し
、
こ
れ
と
共
闘
す
る
こ
と
に
な
る
（
次
章
参
照
）
。

①
　
以
上
『
東
京
都
交
通
局
6
0
年
史
』

　
七
頁

（
同
局
編
・
刊
　
一
九
七
二
年
）
九
四
～
九

②
宮
地
前
出
霞
＝
二
〇
頁

⑧
『
東
京
都
交
通
局
6
0
年
史
』
九
四
頁

④
　
宮
地
前
出
書
＝
二
八
頁

⑤
『
東
京
都
交
通
局
6
0
年
史
』
九
四
～
九
五
頁

⑥
　
同
九
五
頁

⑦
宮
地
前
出
書
＝
二
八
頁

⑧
　
『
東
京
都
交
通
局
6
0
年
史
』
九
六
頁

⑨
時
事
3
・
1
0
の
社
説
は
、
株
主
に
「
糟
応
の
配
当
」
を
出
す
一
方
で
突
然
経

　
営
が
苦
し
い
と
言
い
鵬
す
の
は
「
不
徳
不
法
の
行
為
」
で
あ
る
と
断
言
し
た
。
東

　
日
3
．
1
2
の
社
説
は
、
会
社
の
あ
げ
た
値
上
げ
申
諮
理
由
に
疑
問
を
早
し
つ
つ
、

　
「
各
会
社
が
十
分
に
材
料
を
挺
供
し
其
事
清
を
公
け
に
し
以
て
社
会
の
冷
静
な
る

　
批
判
を
仰
ぎ
、
政
府
適
局
公
正
の
態
度
を
持
し
て
審
議
を
尽
し
遺
憾
な
か
ら
し
め

　
ん
こ
と
を
希
望
偏
す
る
と
し
た
。

⑩
宮
地
前
出
書
二
八
二
頁

⑪
　
同
一
＝
ハ
五
｝
貝

⑫
　
同
｝
三
五
頁
（
た
だ
し
彼
は
値
上
げ
に
賛
成
す
る
。
）

⑬
　
出
席
者
は
麹
町
区
八
人
、
麻
布
四
・
四
谷
一
・
牛
込
一
一
・
浅
草
一
・
日
本
橋
三

　
・
京
橋
六
・
神
田
五
で
あ
っ
た
（
東
日
3
・
1
3
）
。

⑭
八
月
の
運
動
の
と
き
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
三
月
の
時
の
も
の
で
そ
の

　
ま
ま
ひ
き
つ
い
で
い
る
と
み
て
、
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

⑯
宮
地
前
出
書
；
西
頁
。
杉
原
は
同
車
の
幹
事
に
推
さ
れ
て
い
る
（
万
朝
3
・

　
2
0
）
。

⑯
万
朝
3
．
2
4
は
五
十
余
名
と
記
す
。

⑰
国
民
作
振
会
に
つ
い
て
は
、
宮
地
前
出
書
二
五
七
頁
を
参
照

⑱
…
九
〇
二
年
の
第
七
回
総
選
挙
で
初
当
選
し
、
無
所
属
議
員
の
一
部
が
「
厳
正

　
中
立
を
標
ぼ
う
し
て
」
結
成
し
た
壬
寅
会
に
属
し
た
　
（
『
衆
議
員
議
員
党
籍
録
』

　
七
二
頁
及
七
六
頁
）
が
、
翌
年
の
総
選
挙
で
薄
選
し
た
。
の
ち
～
九
〇
八
年
の
総

　
選
挙
で
当
選
、
　
「
国
民
主
義
的
鰐
外
硬
派
扁
の
代
議
士
の
集
ま
り
で
あ
る
又
新
会

　
（
宮
地
前
出
書
二
五
九
頁
以
下
参
照
）
に
属
し
た
。

⑲
日
東
倶
楽
部
に
つ
い
て
は
、
宮
地
前
出
露
二
七
〇
頁
参
照
。

⑳
　
吉
川
守
囲
『
荊
逆
星
霜
史
匝
（
『
資
粁
日
本
社
会
運
動
思
想
史
・
6
』
青
木
需
店

　
一
九
六
八
年
）
一
二
六
一
頁

⑳
太
田
雅
夫
前
出
書
一
七
八
頁

＠
　
こ
の
日
の
デ
モ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
受
の
儒
夫
清
三
郎
『
大
正
デ
エ
、
ク
ラ

　
シ
ー
史
1
』
九
七
～
九
八
頁
を
参
照

（
⑳
　
太
囲
前
出
書
　
八
○
頁

⑭
　
吉
川
前
出
需
三
六
五
～
三
穴
七
頁

⑯
　
両
大
会
の
参
加
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
太
田
前
出
書
一
九
三
頁
が
詳
し
い
。

⑳
以
上
、
吉
川
前
出
書
三
六
五
～
主
六
七
頁

⑰
こ
の
日
の
暴
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
出
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
1
』
九

　
九
～
一
〇
　
頁
参
照

⑱
　
同
｝
○
　
頁
な
ど
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⑲
　
同
一
〇
二
頁
参
照

二
　
反
対
運
動
の
再
形
成

⑳
　
士
口
川
晶
削
出
書
一
一
工
ハ
七
再
ハ
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三
電
車
会
社
は
七
月
一
六
日
、
三
社
の
合
併
と
新
会
社
線
の
市
内
均
一
運
賃
の
値
上
げ
を
申
請
し
、
八
月
一
日
、
合
併
と
新
運
賃
四
銭
と
が

認
可
さ
れ
、
九
月
＝
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
時
事
八
・
二
）
。
三
社
合
併
の
画
策
は
五
月
下
旬
か
ら
始
め
ら
れ
た
六
月
初
め
に

は
合
意
を
み
て
い
た
（
『
太
陽
』
七
月
号
「
時
事
評
論
」
欄
）
。
三
月
の
申
請
の
際
に
は
馬
越
恭
平
・
近
藤
廉
平
と
い
う
当
時
の
代
表
的
な
ブ
ル
ジ
ョ

ア
が
井
上
馨
を
説
得
す
る
な
ど
裏
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
ら
し
い
（
万
朝
3
・
4
）
が
、
今
圓
の
合
併
交
渉
に
も
馬
越
や
渋
沢
栄
一
が

仲
に
入
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
前
出
『
太
陽
』
）
。
原
敬
は
、
　
「
今
回
の
儘
に
て
は
会
社
の
利
益
少
く
改
良
発
達
覚
束
な
く
、
到
底
三
銭
の
現
価

を
継
続
せ
し
む
る
事
能
は
ず
而
し
て
其
合
併
を
否
認
せ
ば
会
社
立
往
か
ず
且
つ
三
社
分
立
は
九
銭
を
払
ふ
結
果
に
付
全
市
を
通
し
て
四
銭
に
し

て
労
働
者
学
生
を
据
置
く
は
決
し
て
不
当
な
ら
ず
と
し
て
断
行
せ
り
」
（
『
原
敬
日
記
』
7
・
3
1
）
と
、
会
社
の
言
い
分
を
ほ
ぼ
是
認
し
た
。
彼
は

同
時
に
、
三
月
目
申
請
の
時
は
「
会
社
の
計
算
不
確
実
に
し
て
殊
に
街
鉄
の
如
き
は
全
く
虚
偽
の
報
告
の
み
に
付
之
を
却
下
」
し
た
の
に
対
し
、

「
今
回
は
三
会
社
合
併
し
且
つ
其
収
支
を
明
か
に
し
て
…
…
出
願
せ
し
に
因
り
之
を
許
可
す
る
事
と
な
せ
り
」
と
（
間
上
）
、
手
続
き
の
公
正
さ

を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
十
分
に
「
其
収
支
を
明
か
に
し
て
」
認
可
さ
れ
た
よ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
、
こ
の
記
述
は

あ
ま
り
信
用
で
き
な
い
。
渋
沢
や
馬
越
ら
か
ら
の
相
当
に
強
い
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
合
併
の
合
意
が
で
き
た
砂
嚢
に
、
合
併
に
よ
り
市
内
均
一
運
賃
制
が
導
入
さ
れ
る
な
ら
ば
歓
迎
す
べ
き
だ
と
し
な
が
ら
も
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
を
口
実
に
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
と
い
う
論
説
が
現
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
合
併
と
値
上
と
の
認
可
が
公
に
な
る
と
、
新
聞
・

雑
誌
の
多
く
は
反
対
の
論
陣
を
は
っ
た
。
も
う
か
っ
て
い
る
会
社
の
値
上
げ
申
請
そ
の
も
の
が
不
妾
だ
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
値
上
げ
申
請

を
～
度
は
却
下
し
な
が
ら
半
年
も
経
た
な
い
間
に
逆
に
そ
れ
を
認
可
し
た
内
務
省
も
、
会
社
の
「
私
利
」
ば
か
り
考
え
て
「
市
民
の
公
益
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
る
で
無
視
す
る
も
の
だ
と
非
難
す
る
点
で
、
論
調
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。
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一
方
、
表
2
に
示
し
た
よ
う
な
ほ
ぼ
四
系
列
の
運
動
が
早
っ
た
。
ま
ず
区
会
で
は
、
麹
町
区
会
が
最
初
に
反
対
を
表
明
し
た
の
に
続
き
、
三

月
と
同
様
に
一
〇
日
区
会
議
員
連
合
会
が
開
か
れ
た
。
照
会
は
、
内
務
省
が
「
突
然
」
値
上
げ
を
認
可
し
た
の
は
「
東
京
市
民
を
悔
辱
し
公
益

蓑
2
　
8
・
9
月
の
各
団
体
の
運
動

8
月
2
［
口

3456789101314

区
議
会
議
員

麹
町
区
議
会
反
対
決
議
〈
晴
事
・
東
日

8
・
5
＞

こ
の
頃
、
十
五
区
区
議
連
合
の
反
対
運

動
の
準
備
始
ま
る
〈
時
窮
・
東
日
8
・
8
＞

区
会
議
員
連
合
会
臨
時
総
会
、

議
〈
時
事
8
・
1
2
＞

反
対
決

同
会
実
行
委
員
会
、
日
動
の
進
め
方
を

決
め
る
〈
時
事
8
・
1
5
＞

岡
会
委
員
8
名
、
内
務
次
官
と
会
見

「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」

日
東
倶
楽
部
、
反
対
意
見
書
を
内
相
に

提
出
〈
隠
事
8
・
1
0
＞

理
想
団
主
催
市
昆
有
志
大
会
、
反
対
を

決
議
〈
時
事
・
東
日
8
・
8
＞

理
想
団
発
　
起
の
反
対
演
説
会
〈
時
裏
8

・
8
＞

市
政
記
者
倶
楽
部
有
志
、

〈
東
日
8
・
1
0
＞

反
対
決
議

社
会
主
義
者

値
上
げ
反
対
演
説
会
（
加
納
豊
ら
）
〈
時

事
8
・
3
＞

照
家
社
会
党
反
苅
決
議
〈
東
日
・
時
事

8
・
5
＞

臼
本
社
会
党
評
議
員
会
〈
太
田
〉

反
対
演
説
会
（
桜
井
松
太
郎
、

他
）
　
〈
時
事
8
・
8
＞

理
想
団
発
起
の
電
庫
問
題
大
演
説
会
く
宮
地
、

加
納
豊

社
会
党
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
る
ビ
ラ

を
配
布
〈
太
田
、
東
日
8
・
1
1
、
東
朝

8
・
1
0
＞

　
　
　
　
　
隣
事
8
・
1
3
＞

そ

の

他

松
本
道
別
外
4
名
、
内
務
次
官
に
面

会
〈
時
事
8
・
4
＞

布
会
連
合
会
反
対
決
議
〈
万
朝
8
・

8
＞

反
対
帯
畏
大
会
（
松
本
道
別
主
催
）

〈
時
事
・
東
日
・
東
朝
8
・
8
＞
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〈
時
事
8
・
1
5
＞

麹
町
区
議
3
名
、
内
務
次
官
と
会
見

〈
東
日
8
・
1
5
＞

日
本
橋
区
議
会
協
議
会
、
反
対
決
議

〈
隠
纂
8
・
1
9
＞

区
会
議
員
連
合
会
総
会
〈
時
事
8
・
1
9
＞

『
大
国
民
』
発
売
禁
止
〈
宮
地
〉

こ
の
頃
、
江
湖
倶
楽
部
・
躍
東
倶
楽
部
、

反
対
各
派
の
連
合
大
会
を
発
起
し
準
備

を
進
め
る
〈
晴
事
8
・
1
7
＞

本
郷
区
議
会
臨
時
総
会
、
値
上
げ
の
一

思
中
止
を
決
議
〈
東
日
8
・
2
0
＞

芝
区
議
会
協
議
会
、
反
対
決
議
〈
暗
事

8
・
2
2
＞

区
会
議
員
連
含
会
代
表
、
府
知
事
と
会

見
〈
時
事
8
・
2
1
＞

同
上
一
八
名
、
内
相
と
会
見
〈
時
事
8

・
2
2
＞

麻
布
匿
議
会
、
反
対
決
議
〈
時
事
8
・

2
4
＞

こ
の
目
～
　
区
会
議
員
連
含
会
、
来
月

5
目
に
大
会
を
開
く
こ
と
に
決
定
〈
晴

事
8
・
2
4
＞

同
総
会
、
2
5
日
の
連
合
大
会
へ
の
参
加

を
決
議
〈
東
目
8
・
2
4
＞

　
　
　
　
電
車
問
題
連
合
同
志
会
、
　
初
会
合
　
〈
富
地
・
隠
事
8
・
2
7
＞

　
　
　
　
同
会
、
各
新
聞
社
歴
訪
〈
宮
地
〉

　
　
　
　
同
　
　
会
　
　
演
　
　
説
　
　
会
　
〈
蒔
事
8
・
2
7
、
2
8
、
3
0
＞

日
本
橋
区
演
説
会
（
予
定
）
〈
万
朝
8

・
2
8
＞

　
　
　
　
同
会
演
説
会
〈
時
菓
8
・
2
9
万
朝
8
・
3
1
＞

　
　
　
　
同
会
有
志
4
人
、
内
相
と
　
会
見
　
〈
時
菓
8
・
3
0
＞

反
対
演
説
会
（
木
下
尚
江
、
加
藤
時
次

郎
ら
）
〈
時
事
8
・
2
0
＞

日
本
社
会
党
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
る

ビ
ラ
を
配
布
〈
太
田
〉

反
対
演
説
会
（
主
催
者
不
詳
）
　
〈
東

日
8
・
1
7
V

こ
の
頃
、
電
車
市
有
の
運
動
を
お
こ

そ
う
と
の
動
き
あ
り
〈
東
日
8
・
2
0
＞

80　（80）



一九〇六年東京の電車賃値上げ反対運動（桂川）

31 30
9
月
1
響

9 6　5　4　3　21011

牛
込
区
演
説
会
（
予
定
）
　
〈
万
朝
8
・

2
8
＞

牛
込
区
議
会
反
対
決
議
〈
万
朝
9
・

2
＞

　
　
　
　
同
　
会
、
府
　
知
　
事

芝
区
議
会
委
員
会
、
反
対
具
申
書
提
出

を
決
定
〈
万
朝
9
・
2
＞

　
　
　
　
岡
　
　
会
　
　
準
　
　
備

に
　
陳
　
惰
〈
時
事
9
・
1
＞

委

員

会
〈
文
書
〉

　
　
　
　
同
会
実
行
委
員
会
〈
文
書
〉

　
　
　
　
同
会
演
説
会
〈
時
事
9
・
4
、
文
書
＞

　
　
　
　
5
日
の
市
民
大
会
に
む
け
た
同
筆
の
準
備
会
〈
文
書
〉

　
　
　
　
同
会
委
員
の
会
合
〈
文
書
〉

　
　
　
　
連
合
問
志
会
主
催
市
民
大
会

　
　
　
　
連
合
同
志
会
委
員
、
府
知
事
・
警
視
総
監
を
訪
問
し
、
大
会
決

　
　
　
　
議
・
宣
言
書
を
渡
す
〈
時
事
・
万
朝
帰
9
・
7
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
淵
正
気
・
細
野
次
郎
、
個
人
の
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
府
知
事
・
警
視
総
監
を
訪
問
〈
時
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
・
1
0
＞

　
　
　
　
連
合
同
志
会
委
員
、
内
相
を
訪
ね
る
が
、
原
は
会
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
時
事
9
・
1
1
＞

下
谷
区
有
志
懇
親
会
〈
万
朝
9
・
1
2
＞

浅
草
区
議
会
、
反
対
決
議
〈
同
上
〉

　
　
　
　
連
合
同
志
会
主
催
、
第
二
回
市
民
大
会

臼
本
社
会
党
員
菊
江
正
義
の
ボ
イ
コ
ッ

ト
宣
伝
活
動
〈
文
書
〉

値
上
げ
反
対
演
説
会
（
加
納
豊
・
害
瀬

才
一
郎
ら
）
　
〈
文
書
V

電
車
問
題
演
説
会
（
同
上
）
　
〈
文
書
〉

演
説
会
（
同
上
）
　
〈
文
書
〉

日
本
社
会
党
評
議
員
会
〈
文
書
〉

電
車
問
題
演
説
会
（
桜
井
松
太
郎
・
加

納
豊
ら
）
　
〈
文
書
〉

労
働
党
結
成
大
会
、
値
上
げ
反
対
決
議

〈
万
朝
9
・
1
2
＞

社
会
党
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
る
ビ
ラ

を
ま
く
＜
太
田
〉

社
会
党
、
不
乗
車
同
盟
大
会
〈
太
田
〉

松
本
道
別
主
催
の
市
罠
大
会

5
日
夜
以
降
1
1
日
ま
で
、
市
内
で
民

衆
暴
動
相
つ
ぐ

　
（
譲
）
　
〈
〉
内
は
表
1
と
岡
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
く
東
朝
〉
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
こ
と
で
、
ま
た
〈
文
書
〉
は
『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
資
料
に
拠
る
こ
と
を
示
す
。
な

　
　
　
　
お
、
　
〈
太
田
〉
　
〈
宮
地
〉
は
各
々
、
一
八
○
～
一
八
七
頁
、
ご
七
〇
～
二
七
一
の
記
述
に
拠
る
。

を
度
外
視
し
た
る
不
当
の
処
置
な
り
と
認
む
」
と
い
う
決
議
文
を
可
決
し
た
（
時
事
8
・
1
2
）
後
、
e
各
区
会
で
の
反
対
決
議
、
⇔
関
係
当
局
へ
の
81 （81）



反
対
意
思
の
陳
情
、
⇔
政
府
の
命
令
や
勧
誘
を
、
法
律
の
範
囲
内
で
、
値
上
げ
撤
回
ま
で
拒
否
し
続
け
る
と
い
う
運
動
方
針
案
を
決
め
た
（
時

事
8
・
1
5
）
。
⇔
や
決
議
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
会
社
で
は
な
く
、
値
上
げ
を
認
可
し
た
内
務
省
1
1
政
府
を
正
面
の
相
手
と
し
て
い
る
点
が
、

値
上
げ
認
可
前
で
あ
っ
た
三
月
の
運
動
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
運
動
方
針
の
う
ち
の
各
区
会
に
反
対
決
議
を
さ
せ
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
深
川
区
会
を
例
に
と
ろ
う
。

『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
資
料
に
よ
る
と
、
　
同
区
会
で
は
佐
藤
定
右
衛
門
が
積
極
的
に
働
き
か
け
た
結
果
（
「
号
外
（
三
）
九
月
二
日
電
車
問
題

　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

ト
深
川
区
会
」
）
、
九
月
三
日
に
同
区
会
の
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
　
「
認
可
盾
ノ
今
日
如
何
二
運
動
ス
ル
モ
到
底
認
可
取
消
ハ
不
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
マ

ナ
ル
ニ
付
キ
、
此
ノ
如
キ
問
題
ハ
以
后
関
係
セ
サ
ル
ヲ
第
得
ス
ト
」
と
い
う
意
見
が
大
多
数
を
占
め
（
「
号
外
三
九
月
三
日
深
川
区
会
議
員
ノ
協

議
会
」
一
以
下
同
資
料
の
句
読
点
は
、
原
則
と
し
て
桂
川
の
付
し
た
も
の
で
あ
る
）
、
佐
藤
の
活
動
は
失
敗
し
た
。
深
川
区
は
二
十
日
会
の
ボ
ス
で
政

府
与
党
の
政
友
会
の
代
議
士
で
あ
る
森
久
保
作
蔵
と
渋
沢
栄
一
の
義
理
の
弟
に
あ
た
る
佐
々
木
和
亮
（
万
言
0
8
・
1
．
1
4
）
を
市
議
に
出
し
て
お

り
、
彼
ら
の
区
会
に
対
す
る
影
響
力
は
強
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
同
区
会
の
反
対
運
動
へ
の
冷
淡
さ
は
こ
こ
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
区
会
の
反
対
運
動
は
二
十
日
過
一
政
友
系
の
政
治
家
や
電
車
会
社
と
関
係
の
深
い
市
議
な
ど
の
影
響
力
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
逆
に
い
え
ば
、
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
区
会
は
、
こ
れ
ら
の
力
が
相
対
的
に
あ
ま
り
強
く
な
い
所
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
運
動
方
針
の
⇔
に
基
づ
き
、
連
合
会
は
八
月
一
四
月
内
務
省
を
訪
問
し
吉
原
次
官
と
会
見
し
、
値
上
げ
認
可
の
基
礎
と
な
っ
た
同
省
の

収
益
予
想
計
算
書
を
入
手
し
た
。
こ
れ
が
公
表
さ
れ
る
と
、
こ
れ
の
「
数
字
的
論
拠
な
る
も
の
は
果
し
て
杜
撰
で
、
矢
張
り
我
Σ
を
承
服
せ
し

む
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
（
万
朝
8
・
1
9
）
、
　
「
購
着
的
計
算
」
（
同
8
・
2
0
）
な
ど
の
非
難
が
集
中
し
た
。
先
に
は
値
上
げ
も
や
む
を
得
な
い
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
た
『
東
京
経
済
雑
誌
』
さ
え
、
計
算
書
が
「
余
り
に
粗
漏
」
で
「
其
の
計
算
の
甚
だ
偏
頗
の
嫌
あ
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
」
と
し

て
（
8
．
2
5
粒
説
）
、
値
上
げ
反
対
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
務
省
の
杜
撰
な
作
業
を
通
し
て
独
占
会
社
と
の
癒
着
が
明
確
に
認
識
さ
れ
、

同
省
へ
の
反
発
が
様
々
の
階
層
に
強
ま
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
区
会
議
員
連
合
会
は
一
七
日
、
値
上
げ
認
可
は
粗
筆
な
計
算
に
基
づ
く
も
の
で
不
当
だ
と
決
議
し
て
反
内
務
省
の
態
度
を
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再
度
明
確
に
す
る
と
共
に
、
反
対
各
派
の
連
合
大
会
を
開
い
て
値
上
げ
取
り
消
し
を
求
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
大
会
は
九
月
五
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
。

　
一
方
市
議
の
活
動
は
、
全
体
と
し
て
低
調
だ
っ
た
。
八
月
華
箋
に
反
対
決
議
を
し
た
「
市
会
連
合
会
」
と
は
、
反
対
派
市
議
の
集
ま
り
だ
っ

た
と
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
他
に
彼
ら
の
活
動
の
様
子
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
市
会
も
開
か
れ
な
か
っ
た
。

　
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
こ
の
時
の
最
初
の
大
き
な
運
動
は
、
八
月
七
日
の
演
説
会
で
あ
っ
た
。
細
野
次
郎
（
既
述
）
、
高
木
益
太
郎
・
ト

部
喜
太
郎
・
信
岡
雄
四
郎
・
新
井
要
太
郎
・
鴬
谷
鉦
太
郎
・
花
井
車
蔵
（
以
上
弁
護
士
）
、
黒
岩
涙
香
・
中
島
気
欝
・
円
城
寺
清
（
以
上
「
万
吉
報
」
）

　
　
　
　
　
⑤

・
磯
部
検
三
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
主
要
丈
ン
パ
ー
を
弁
士
と
す
る
こ
の
演
説
会
は
、
定
刻
前
に
既
に
会
場
の
定
員
を
大
巾
に
上
ま
わ
る
千
六
百

名
が
入
場
し
た
ほ
か
、
多
数
の
人
々
が
入
り
き
れ
な
い
で
会
場
前
に
「
人
の
山
を
築
く
」
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
（
時
事
8
・
8
。
な
お
無
配
8
・
9

で
は
聴
衆
二
千
人
）
。
こ
こ
で
彼
ら
が
ど
ん
な
演
説
を
し
、
集
ま
っ
た
民
衆
に
何
を
訴
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
六
日
に
理
想
団
の
主

催
し
た
「
市
罠
有
志
大
会
」
が
、
値
上
げ
認
可
は
「
借
濫
横
暴
の
措
置
」
で
あ
り
「
原
内
務
大
臣
は
宜
し
く
其
失
態
の
責
に
任
ず
黒
し
」
と
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

議
し
た
（
「
電
車
値
上
反
対
論
し
時
事
8
・
9
）
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
彼
ら
の
こ
の
時
の
攻
撃
目
標
は
内
務
省
と
い
う
よ
り
、
原
敬
に
む
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
政
党
的
に
は
反
政
友
会
の
傾
向
の
強
い
政
治
家
や
知
識
人
か
ら
な
る
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
こ
の
機
会
を

と
ら
え
て
原
一
政
友
会
に
打
撃
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
雑
誌
の
中
に
も
、
会
社
と
ぐ
る
に
な
っ
て
「
市
民
を
出
し

ぬ
き
、
市
民
を
凌
辱
し
た
る
」
内
務
省
、
内
相
の
門
東
京
市
民
を
愚
弄
し
た
る
の
責
と
、
其
公
益
を
断
ず
る
に
公
明
を
欠
如
せ
る
の
失
態
は
蔽

ふ
べ
き
も
の
な
し
」
と
い
っ
て
、
内
務
省
の
み
な
ら
ず
原
敬
の
責
任
を
も
追
及
す
る
も
の
が
あ
っ
た
（
「
不
当
な
る
賃
率
問
題
」
『
太
陽
』
九
月
号
）

ほ
ど
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
こ
の
問
題
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
ま
た
、
一
三
日
に
『
新
紀
元
』
派
の
安
部
磯
雄
・
木
下
尚
江
や
国
家
社
会
党
の
斯
波
貞
吉
ら
と
「
電
車
問
題
大
演
説
会
」
を
開
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
方
、
江
湖
倶
楽
部
に
属
す
る
弁
護
士
は
、
区
会
議
員
連
合
会
の
提
唱
し
た
九
月
五
日
の
大
会
に
「
熱
心
な
る
同
情
を
寄
せ
」
　
（
東
日
8
・
2
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
た
が
、
八
月
中
旬
、
田
川
大
吉
郎
の
日
東
倶
楽
部
と
共
に
、
国
民
倶
楽
部
・
弁
護
士
協
会
・
市
議
会
・
区
議
会
・
市
政
記
老
倶
楽
部
な
ど
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か
ら
な
る
「
値
上
げ
反
対
連
合
大
会
」
の
開
催
を
提
案
し
た
。
区
会
議
員
連
合
会
も
二
三
β
、
こ
れ
へ
の
参
加
を
決
め
た
。

　
八
月
二
五
日
、
前
述
の
七
団
体
と
同
志
記
田
倶
楽
部
・
理
想
団
の
九
団
体
の
有
志
・
代
表
が
出
席
し
て
、
電
車
問
題
連
合
同
志
会
の
第
一
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
合
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
選
出
さ
れ
た
二
十
九
名
の
委
員
は
、
ω
九
月
五
日
に
市
民
大
会
を
開
く
、
②
各
区
で
値
上
げ
反
対
の
演
説
会
を
催

す
、
③
各
新
聞
社
に
賛
同
を
求
め
る
、
ω
市
内
各
営
業
組
合
に
交
渉
し
て
世
論
を
喚
起
す
る
と
い
う
運
動
方
針
と
、
反
対
理
由
書
を
発
表
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
を
決
め
、
新
聞
社
訪
問
委
員
・
演
説
会
委
員
・
起
草
委
員
を
選
出
し
た
。
同
量
は
既
述
の
よ
う
な
形
で
木
下
尚
江
・
安
部
磯
雄
な
ど
の
社

会
憲
義
者
や
国
家
社
会
党
と
も
連
携
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
市
議
は
独
自
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
社
会
党
も
後
述
の
よ
う
に
こ
の

時
期
に
は
反
対
運
動
の
後
景
に
退
い
て
い
た
。
従
っ
て
、
連
合
同
志
会
、
特
に
そ
の
設
立
を
主
導
し
た
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
政
治
家

や
イ
ン
テ
リ
た
ち
が
以
後
の
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
。
　
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
の
め
ざ
す
原
1
一
政
友
会
攻
撃
と
い
う
方
向
に
運
動
を
す
す

め
る
こ
と
で
転
落
が
完
全
に
合
意
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
（
後
述
）
が
、
と
も
か
く
、
九
月
五
日
の
市
民
大
会
が
彼
ら
の
反
政
府
・
反
値
上

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

げ
の
運
動
の
一
つ
の
や
ま
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
連
合
同
志
会
は
表
2
に
示
し
た
よ
う
な
演
説
会
や
関
係
者
訪
問
の
運
動
を
進
め
た
。
こ
の
う
ち
、
二
八
日
の
演
説
会
は
開
会
前
に
満
員
と
な

り
、
翌
日
の
も
の
も
二
ヶ
所
と
も
多
く
の
聴
衆
が
あ
る
な
ど
、
人
々
の
人
気
は
高
か
っ
た
。
ま
た
二
八
日
の
演
説
会
に
魚
河
岸
帯
場
が
ビ
ー
ル

五
ダ
ー
ス
を
届
け
る
（
時
畜
8
・
3
0
Y
な
ど
、
同
会
の
活
動
に
共
感
を
示
す
団
体
も
現
わ
れ
た
。

　
三
月
の
運
動
の
過
程
で
、
共
闘
し
て
い
た
鰯
体
か
ら
排
斥
さ
れ
た
日
本
社
会
党
の
こ
の
時
期
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
中
村
勝
範
と
太
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

雅
夫
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
少
し
だ
け
つ
け
加
え
る
。

　
同
党
は
九
月
五
日
の
市
民
大
会
を
利
用
し
、
そ
こ
で
「
華
々
し
く
示
威
運
動
を
試
み
る
見
込
」
で
あ
る
と
当
時
報
じ
ら
れ
た
（
時
事
8
・
2
5
）

が
、
　
『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
森
近
運
平
の
「
談
話
」
に
よ
れ
ば
、
も
う
少
し
ひ
か
え
め
な
計
画
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
来
ル
五
日
ハ
評
議
員
例
会
ナ
ル
モ
、
同
日
ハ
電
車
値
上
反
対
同
志
連
合
大
会
ナ
ル
ニ
依
リ
、
三
日
力
添
日
二
繰
リ
上
テ
開
会
シ
、
五
日
及

　
　
十
一
日
ヨ
リ
三
日
間
ノ
運
動
方
法
二
付
キ
協
議
ス
ル
筈
。
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一一縺Z六年東京の電車貿値上げ反紺運動（桂川）

　
　
五
日
ノ
国
民
倶
楽
部
記
念
警
世
ヒ
同
志
連
合
会
ヲ
利
用
シ
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
ノ
勧
誘
ラ
為
シ
、
十
…
日
ヨ
リ
三
日
間
ハ
同
志
者
ハ
勿
論
乗

　
　
車
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
　
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
ノ
勧
誘
ヲ
為
ス
モ
、
労
働
者
ヲ
煽
動
シ
テ
不
穏
ノ
行
動
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
計
画
及
ヒ
「
ピ
ス
ト

　
　
ル
」
銃
借
入
ノ
準
備
等
ハ
更
二
為
シ
居
ラ
ズ
。

　
　
　
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
勧
誘
ノ
印
刷
物
ハ
尚
ホ
六
千
枚
程
ア
リ
、
五
六
名
山
テ
配
布
シ
居
ル
モ
、
徒
ラ
ニ
散
布
セ
ス
時
機
ヲ
見
テ
大
二
配
布
ス

　
　
ル
積
り
ニ
シ
テ
、
近
頃
、
十
二
日
本
社
会
党
ト
記
シ
タ
ル
提
灯
ヲ
五
個
新
調
セ
リ
（
「
号
外
（
二
）
九
月
一
日
電
車
値
上
反
対
運
動
二
就
テ
」
）

激
し
い
街
頭
闘
争
を
展
開
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
か
と
警
察
が
恐
れ
た
の
と
は
逆
に
、
社
会
党
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
ビ
ラ
で
訴
え
る
以
外
の
行
動

を
ほ
と
ん
ど
予
定
し
て
お
ら
ず
、
九
月
五
日
の
市
民
大
会
を
利
用
し
て
そ
れ
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三

月
に
は
市
罠
大
会
の
主
催
者
の
一
員
と
な
り
デ
モ
を
指
導
し
た
こ
と
を
比
べ
る
と
、
か
な
り
消
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

　
こ
の
祇
会
党
の
態
度
の
消
極
化
の
理
由
に
つ
き
、
中
村
は
活
動
分
子
が
検
挙
さ
れ
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
と
か
つ
て
の
岡
盟
者
か
ら

」
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
く
ら
っ
た
こ
と
と
を
あ
げ
つ
つ
、
そ
の
他
に
、
　
「
三
月
の
犠
牲
の
シ
ョ
ッ
ク
で
、
社
会
主
義
者
は
『
義
に
懲
り
て
謄
を
吹
く
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　
『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
消
極
化
の
理
由
と
し
て
一
応
二
つ
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
森
近
は
先
の
「
談
話
」
の
最
後
の
所
で
、
　
「
同
志
連
合
会
ノ
裏
面
ニ
ハ
前
内
閣
ノ
黒
幕
ア
ル
ヤ
ニ
聞
ク
モ
、
我
々
ハ
大
浦
系
統
ノ
内
閣
ヨ
リ

寧
冒
現
内
閣
ヲ
信
ス
ル
ニ
依
リ
、
其
黒
幕
ノ
手
伝
ヲ
為
ス
ハ
大
二
考
ヘ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
連
合
同
志
会
は
大
浦
兼

武
一
－
山
県
有
明
の
藩
閥
官
僚
派
と
結
ん
で
西
園
寺
内
閣
を
ゆ
さ
ぶ
ろ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
る
と
観
察
し
た
上
で
、
社
会
党
結
党
を
認
め
た
こ
の

内
閣
を
倒
そ
う
と
す
る
よ
う
な
運
動
に
は
加
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
測
は
前
述
の
よ
う
に
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
全
く

根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
反
対
運
動
の
拡
大
↓
西
園
寺
内
閣
辞
職
↓
山
県
系
官
僚
を
中
心
と
す
る
内
閣
の
成
立
↓
社
会
党
禁
止
と
い

う
方
向
に
事
態
の
進
む
こ
と
と
恐
れ
た
と
し
て
も
、
無
理
か
ら
ぬ
面
も
あ
り
、
こ
う
し
た
恐
れ
が
同
党
の
姿
勢
を
消
極
的
な
も
の
に
し
た
と
、

い
え
な
く
は
な
い
。
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し
か
し
私
は
、
同
党
が
か
な
り
苦
し
い
所
に
お
い
こ
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
方
を
、
も
っ
と
重
視
し
た
い
。
　
『
原
敬
関
係
文
書
』
に
、
九
月
三

日
の
評
議
員
会
決
定
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
一
、
来
ル
五
日
ハ
警
察
取
締
ノ
厳
重
ナ
ル
ヲ
予
期
シ
、
十
分
ノ
運
動
ヲ
ナ
ス
ニ
不
可
能
ナ
ル
ト
、
且
ツ
被
控
訴
中
ノ
同
党
員
ハ
実
際
二
於

　
　
　
テ
ハ
最
モ
謹
慎
ヲ
要
シ
、
運
動
上
人
二
条
シ
キ
等
ノ
理
由
二
依
り
、
明
五
日
濡
手
ト
シ
テ
運
動
ヲ
ナ
サ
ズ
。

　
　
　
但
シ
、
個
人
ト
シ
テ
ノ
運
動
ハ
自
由
ナ
ル
コ
ト
。
　
（
此
ノ
除
外
申
合
ヨ
リ
、
明
五
日
ハ
同
党
員
ハ
、
個
人
ト
シ
テ
市
内
各
方
面
二
不
乗

　
　
　
車
勧
誘
印
刷
物
ヲ
…
撤
布
ス
ル
ノ
行
動
ヲ
取
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
）

　
　
一
、
来
ル
十
一
日
値
上
実
行
ノ
日
ヲ
以
テ
日
比
谷
又
ハ
上
野
公
園
（
多
分
日
比
谷
ナ
ラ
ン
）
二
集
会
シ
、
夫
レ
ヨ
リ
引
続
キ
三
日
赤
ボ
イ

　
　
　
コ
ッ
ト
運
動
二
従
事
ス
ル
コ
ト
　
〔
以
下
略
〕
　
（
「
乙
秘
第
六
二
七
号
　
九
日
四
日
　
臼
本
社
会
党
ノ
評
議
員
会
」
）

五
日
に
は
党
の
活
動
は
行
わ
な
い
が
党
員
の
個
人
と
し
て
の
活
動
は
認
め
る
と
い
う
の
は
、
　
妙
な
決
定
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
　
森
近
の
　
「
談

話
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
数
日
前
の
方
針
よ
り
も
後
退
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
理
由
と
し
て
A
彼
ら
が
社
会
党
の
結
社
禁
止
を
恐
れ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
五
日
に
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
、
こ
ん
ど
は
そ
れ
を
口
実
に
結
社
禁
止
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
、

そ
れ
を
未
然
に
防
ご
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
党
組
織
の
保
全
を
最
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
値
上
げ
前
日
か
ら
三
日

間
の
電
車
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
提
唱
と
い
う
警
察
の
取
締
り
の
対
象
に
な
り
そ
う
も
な
い
運
動
に
党
の
活
動
を
限
定
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
の
宣

伝
す
ら
党
員
個
人
の
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
と
い
う
形
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
及
び
腰
の
姿
勢
を
生
ん
だ
最
大
の
原
因
は
、
や
は
り

三
月
の
事
件
で
十
名
の
党
員
が
起
訴
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
要
す
る
に
、
三
月
の
運
動
方
針
の
失
敗
は
、
従
来
の
諸
研
究
の
中

で
言
わ
れ
て
き
た
以
上
に
社
会
党
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
同
党
は
こ
の
時
期
の
値
上
げ
問
題
に
関
す
る
運
動

か
ら
、
事
実
上
お
り
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
い
う
戦
術
も
一
般
に
は
あ
ま
り
よ
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

好
意
的
に
む
か
え
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
社
会
党
は
九
月
早
々
に
は
、
運
動
の
潮
流
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
五
日
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

後
の
民
衆
の
怒
り
の
爆
発
に
対
し
て
同
党
が
何
の
対
策
も
た
て
ら
れ
な
い
ま
ま
「
傍
観
」
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
意
味
で
当
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然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
九
月
九
日
に
労
働
党
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
一
団
も
、

八
月
初
め
頃
か
ら
独
自
の
宣
伝
・
演
説
運
動
を
進
め
て
い
た
。
彼
ら
の
開
い
た
演

説
会
は
、
八
月
二
日
の
は
全
く
不
入
り
で
「
傍
聴
料
」
を
九
銭
か
ら
三
銭
に
引
き
下
げ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
反
対
運
動
の
高
ま
り
を
反
映
し

爆
。
。
　
瞭
薄
醤
圏
爲
寮
補
選
㊦
図
冥
・
乃
一
伴
僧
騒

一九〇六年東京の電車賃値上げ反対運動（桂川）
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⑯

て
、
九
月
の
四
回
の
演
説
会
で
計
千
名
近
い
聴
衆
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
表
3
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
加
納
・
中
村
・
桑
島
・
桜
井
の
グ
ル
ー
プ
が
で

き
、
そ
れ
に
岩
本
・
吉
瀬
・
土
肥
・
池
田
・
石
井
ら
お
そ
ら
く
社
会
党
員
で
あ
る
人
々
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
加
納
と
桜
井
は

普
選
請
願
運
動
に
関
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
社
会
党
が
こ
の
運
動
以
来
の
田
川
大
沓
郎
や
山
路
愛
山
等
と
の
提
携
を
三
月
に
事
実

上
破
っ
た
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
七
月
五
日
目
評
議
員
例
会
で
、
　
「
今
後
は
他
の
諸
団
体
と
追
合
運
動
を
為
さ
陰
る

事
」
（
『
光
』
第
一
物
語
十
七
号
、
7
・
2
0
）
と
議
決
し
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
党
か
ら
出
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
桜
井
と
吉

瀬
は
後
に
「
西
川
派
」
に
属
し
た
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
六
月
末
に
幸
徳
秋
水
が
帰
国
し
て
以
後
社
会
党
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
始
め
て
い

　
　
　
　
　
⑰

た
直
接
行
動
論
に
反
対
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
部
分
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
は
、
当

時
の
社
会
党
の
運
動
方
針
に
批
判
的
ま
た
は
反
対
し
て
い
た
人
々
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
鉄
道
が
国
有
化
さ
れ
た
時
の
割
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

金
に
関
し
て
不
満
を
も
ち
紛
擾
を
お
こ
し
た
同
社
の
労
働
者
を
支
援
し
よ
う
と
し
た
奥
宮
健
之
、
石
井
保
男
ら
と
、
こ
れ
ら
社
会
党
の
反
対
派

と
が
合
流
し
て
結
成
し
た
の
が
、
労
働
党
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
彼
ら
の
演
説
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
演
題
か
ら
う
か
が
う
限
り
で
は
、
政
府
批
判
に
力
点
の
一
つ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
彼
ら
の
う
ち
に
は
次
に
述
べ
る
松
本
県
別
と
手
を
組
ん
で
い
る
ら
し
い
者
も
み
え
る
一
方
で
、
連
合
岡
志
会
の
大
会
へ
の
参
加
を
勧
め

　
　
　
　
　
　
⑳

る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
襲
二
電
車
値
上
反
対
ヲ
標
榜
シ
一
時
京
橋
区
内
二
岡
盟
会
ノ
看
板
ヲ
掲
ケ
」
て
い
た
桑
島
政
五
郎
な
る
人
物
が
、
こ
の
頃
、

砲
兵
工
廠
や
各
活
版
所
・
印
刷
工
場
・
新
聞
社
の
職
工
等
を
対
象
に
し
た
値
上
げ
反
対
の
署
名
活
動
を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
と

い
う
（
「
号
外
（
三
）
九
月
二
日
　
電
車
値
上
反
対
同
盟
員
ノ
行
動
」
）
。
桑
島
政
五
郎
が
嶺
南
と
号
し
た
か
否
か
、
ま
た
桑
島
嶺
南
が
労
働
党
に
参
加

し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
署
名
運
動
が
労
働
党
結
成
と
関
係
あ
る
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
全
く
そ
の
可
能
性
が
な

い
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
労
働
党
の
闇
題
と
は
な
れ
て
も
、
こ
の
時
期
の
反
対
運
動
の
広
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て
お
も
し
ろ
い
。
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以
上
の
よ
う
な
運
動
の
ほ
か
に
、
　
「
皇
室
社
会
主
義
」
を
標
榜
す
る
松
本
道
別
（
本
名
、
順
吉
）
の
活
動
が
あ
っ
た
。
彼
は
早
稲
田
の
英
文
科

を
出
て
二
、
三
の
会
社
の
編
集
の
仕
事
を
経
て
政
治
浪
人
と
な
っ
た
男
で
、
日
露
講
和
条
約
に
反
対
し
て
「
弔
講
和
成
立
」
と
書
い
た
黒
枠
の

旗
を
外
務
省
に
か
つ
ぎ
こ
み
、
当
時
少
々
話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
東
京
朝
日
新
聞
3
・
！
9
）
。
ま
た
、
値
上
げ
反
対
の
第
三
回
市
民
大
会

が
予
定
さ
れ
て
い
た
三
月
一
八
日
の
上
野
公
園
に
「
皇
室
社
会
主
義
大
日
本
正
義
団
と
大
書
」
し
た
旗
を
も
っ
た
一
隊
を
率
い
て
の
り
こ
み
、

日
比
谷
公
園
ま
で
の
デ
モ
を
煽
っ
て
拘
引
さ
れ
た
経
験
を
も
つ
（
東
日
3
・
1
9
）
。

　
彼
は
八
月
七
日
に
日
比
谷
公
園
で
市
民
大
会
を
開
く
こ
と
を
企
て
た
。
内
相
と
府
知
事
へ
の
辞
職
勧
告
等
を
決
議
し
た
後
、
既
述
の
「
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

主
義
的
対
外
硬
派
」
の
演
説
会
に
合
流
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
（
東
日
8
・
1
0
）
。
十
分
な
宣
伝
を
し
な
か
っ
た
わ
り
に
は
、
多
く
の
入

　
　
　
　
　
⑳

々
が
集
ま
っ
た
。
松
本
が
直
前
に
拘
引
さ
れ
た
た
め
、
大
会
は
流
会
に
な
っ
た
（
東
日
8
・
8
）
が
、
集
ま
っ
た
人
々
は
七
時
す
ぎ
か
ら
撃
鉄
へ

の
デ
モ
を
始
め
た
。
こ
の
際
、
投
石
す
る
者
が
出
た
（
時
事
8
・
8
）
。
　
こ
れ
が
三
月
末
以
来
最
初
の
騒
擾
事
件
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
松
本
は
そ
の
後
、
九
月
五
日
に
独
自
の
大
会
を
開
く
準
備
を
す
す
め
た
。
彼
の
主
要
な
目
的
は
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
を
煽
動
し

て
騒
動
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
資
料
に
よ
る
と
、
八
月
三
日
馬
場
秀
周
が
松
本
を
訪
問

し
、
五
日
に
騒
擾
を
お
こ
し
て
は
「
上
陛
下
二
対
シ
テ
恐
レ
多
ク
、
下
市
民
ニ
モ
迷
惑
ナ
リ
」
と
し
て
中
止
を
勧
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
松
本

は
、
　
「
包
丁
印
刷
物
モ
出
来
、
其
他
ノ
準
備
モ
成
レ
リ
」
な
ど
の
理
由
で
絶
対
に
開
会
す
る
と
の
強
い
態
度
を
示
し
た
と
い
う
。
ま
た
馬
場
に

よ
れ
ば
、
松
本
は
「
中
島
ト
云
フ
区
会
議
員
ヨ
リ
運
動
費
二
百
円
ヲ
貰
受
ヶ
」
て
い
た
と
も
い
う
（
「
号
外
（
三
）
九
月
四
日
馬
場
秀
周
ノ
言
」
）
。

こ
の
馬
場
と
い
う
の
は
、
八
月
七
日
の
日
比
谷
公
園
で
、
値
上
げ
反
対
と
内
務
大
臣
批
判
の
演
説
を
し
た
画
家
で
あ
る
。
こ
の
時
、
集
ま
っ
た

人
々
は
彼
を
松
本
と
誤
認
し
、
彼
が
演
説
を
終
え
て
帰
宅
し
よ
う
と
電
停
に
む
か
う
の
を
電
車
会
社
へ
の
デ
モ
を
す
る
の
だ
と
思
っ
た
数
百
人

の
人
が
そ
の
後
に
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
（
万
朝
8
．
9
）
。
こ
れ
な
ど
、
あ
る
い
は
松
本
と
う
ち
あ
わ
せ
た
上
で
の
行
動
だ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
ま
た
区
会
議
員
か
ら
金
が
出
て
い
た
こ
と
は
、
松
本
の
浪
人
と
い
う
立
場
を
考
え
れ
ば
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で

あ
る
。
と
も
あ
れ
、
彼
は
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
日
民
衆
煽
動
者
の
役
割
を
十
分
は
た
す
こ
と
に
な
る
。
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と
こ
ろ
で
、
民
衆
の
今
回
の
値
上
げ
に
対
す
る
不
満
は
、
既
述
の
演
説
会
・
大
会
等
へ
の
参
加
者
の
多
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
回

同
様
大
き
か
っ
た
。
た
だ
し
、
電
車
妨
害
事
件
は
値
上
げ
公
裏
直
後
浅
草
で
軌
道
に
丸
太
が
お
か
れ
た
事
件
（
東
日
8
・
3
）
と
、
九
月
二
点
播

芝
区
の
三
ヶ
所
で
電
車
へ
の
投
石
が
あ
っ
た
（
「
号
外
一
　
九
月
三
目
電
車
間
題
言
狙
」
）
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
こ

う
し
た
事
件
の
新
聞
掲
載
が
禁
止
さ
れ
た
結
果
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
八
月
七
日
の
日
比
谷
公
園
に
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
：
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
デ
モ
↓
暴
動
へ
と
発
展
す
る
だ
け
の
と
こ
ろ
に
ま
で
昂
ま
っ
て
い
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
比
谷
焼
打
事
件
の
一
周
年
に
あ
た
る
九
月
五
日
が
、
各
派
一
社
会
党
も
含
め
て
一
の
運
動
の
焦
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。
連
合
同
志
会

主
催
の
市
民
大
会
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
。
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
し
だ
い
に
昂
ま
っ
て
い
た
。

①
　
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
6
・
2
5
「
放
資
二
項
」
欄
、
及
び
7
・
1
5
社
説
「
電
庫
賃

　
銭
の
引
上
断
じ
て
不
可
」
な
ど

②
　
「
不
当
な
る
賃
率
値
上
」
　
（
『
太
陽
恥
九
月
号
「
時
事
評
論
」
欄
）
、
　
「
四
銭
均

　
一
の
許
可
と
実
業
会
の
悪
感
化
」
　
（
『
東
洋
経
済
新
報
』
8
・
1
5
社
説
）
、
　
「
電
車

　
賃
率
の
引
上
」
（
時
事
8
・
3
社
説
）
。
な
お
「
万
朝
堂
」
は
「
奇
怪
な
る
値
上
認

　
可
」
　
（
8
・
3
）
以
後
8
・
1
6
の
「
市
厩
狙
撃
の
犯
人
」
ま
で
九
本
の
論
評
・
短

　
評
を
「
言
論
」
欄
に
掲
載
し
て
い
る
。

③
以
後
『
原
敬
関
係
文
書
』
よ
り
引
用
す
る
資
料
は
、
警
視
総
監
か
ら
の
報
告
で

　
「
整
理
番
号
・
日
付
・
タ
イ
ト
ル
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
　
「
号
外
」
と
あ
る
の
は

　
お
そ
ら
く
定
期
報
告
外
の
臨
時
報
告
書
と
で
も
い
っ
た
意
味
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は

　
原
自
身
が
「
明
治
三
十
九
年
九
月
電
車
値
上
ケ
騒
動
」
と
書
い
て
ま
と
め
て
お

　
い
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

④
　
「
街
鉄
三
社
の
合
同
」
　
（
6
・
2
3
社
説
）
、
　
「
街
鉄
問
題
」
　
（
8
・
1
1
社
説
）

⑥
職
業
は
『
零
本
紳
士
録
第
十
一
版
』
（
要
論
社
｝
九
〇
六
年
）
に
よ
る
。

⑥
宮
地
前
嵐
霞
五
＝
一
～
二
五
二
頁

⑦
江
湖
倶
楽
部
に
つ
い
て
は
、
霞
継
四
二
～
二
四
三
頁
参
照

⑧
臼
東
倶
楽
部
に
つ
い
て
は
、
同
二
七
〇
頁
参
照

⑨
　
二
十
九
名
の
琉
名
と
身
分
に
つ
い
て
は
、
同
二
七
〇
～
二
七
一
頁
参
照

⑩
　
新
聞
社
訪
問
委
員
は
塩
谷
慎
太
郎
、
高
木
益
太
郎
、
曲
木
如
長
（
弁
護
士
）
、

　
田
川
大
吉
郎
。
演
説
会
委
員
は
中
島
行
孝
、
村
松
恒
　
郎
（
願
民
倶
楽
部
の
機
関

　
誌
『
大
国
民
』
の
社
長
）
、
溝
淵
正
気
。
起
草
委
員
は
田
園
、
村
松
、
溝
淵
。

⑬
　
中
村
勝
範
前
出
霞
二
照
入
～
二
四
九
買
、
太
田
雅
夫
前
出
書
一
八
三
頁
及
一
八

　
七
頁

⑫
　
中
村
前
出
書
二
五
〇
頁
。
な
お
太
田
前
出
書
は
、
こ
の
問
題
に
は
直
接
ふ
れ
て

　
い
な
い
。

⑬
　
た
と
え
ば
「
非
電
車
同
盟
」
　
（
『
太
陽
』
九
月
号
）
は
、
ボ
イ
コ
ヅ
ト
を
提
唱

　
す
る
人
闘
は
電
車
と
い
う
「
公
共
の
便
利
」
の
「
恩
恵
に
与
ら
ざ
る
も
の
な
り
、

　
其
公
益
に
与
ら
ざ
る
も
の
な
り
、
」
こ
う
し
た
人
の
出
て
来
る
の
は
「
盛
代
の
恨

　
事
」
で
あ
る
云
々
と
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
非
難
を
行
っ
た
。
ま
た
「
電
軍
値
上
反

　
対
論
」
　
（
時
事
8
・
9
「
時
事
短
評
」
欄
）
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
「
不
穏
の
行
動
」
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と
批
判
し
た
。

⑭
）
太
田
前
出
書
｝
九
〇
頁

⑮
労
働
党
に
つ
い
て
は
、
同
｝
九
〇
～
一
九
二
頁
を
参
照
。

⑯
　
　
一
n
q
は
｝
臼
十
名
、
　
二
日
約
一
戸
臼
名
、
　
瓢
一
日
二
百
一
二
十
・
名
。
　
六
臼
　
二
甲
臼
六
∴
一
名

　
（
『
原
敬
関
係
文
書
』
中
の
官
憲
報
告
に
よ
る
）
で
あ
っ
た
。

⑰
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
中
村
前
出
霞
二
五
五
頁
以
下
、
太
田
前
日
書
一
九
四
頁

　
以
下
な
ど
参
照

⑱
太
田
前
出
書
一
九
〇
頁

⑲
　
　
『
原
敬
関
係
文
書
晦
中
の
官
憲
報
告
で
、
九
月
一
日
・
三
日
・
六
日
の
各
弁
士

　
の
演
題
が
わ
か
る
。
若
干
の
重
復
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う

　
に
な
る
。

⑳
　
加
納
豊
が
松
本
道
別
主
催
の
大
会
へ
の
参
舶
を
勧
誘
し
た
の
に
対
し
、
他
の

　
二
、
三
人
は
連
合
同
志
会
の
市
罵
大
会
へ
の
参
加
を
促
し
た
（
「
号
外
五
、
九
月

　
三
鷺
　
竜
宮
亭
ノ
演
説
会
」
）
。

⑳
　
開
催
を
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
に
張
り
始
め
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
臼
前
か

　
ら
で
あ
っ
た
（
東
日
8
・
8
）
。

＠
　
東
日
8
．
8
は
「
四
、
五
麗
人
」
、
同
日
の
時
事
は
千
五
百
入
、
万
朝
報
は
二

　
千
人
程
と
報
じ
て
い
る
。

東
京
府
知
事
訪
問
の
顯
末

内
務
大
臣
の
胃
嚢

市
民
大
会
の
準
備

最
後
の
決
心

慮
　
九
月
十
一
日

市
民
の
悲
鳴

乱
暴
警
察
と
不
届
巡
査

国
民
の
自
覚

豪
族
の
汚
吏
“
豪
族
汚
吏
を
習
珠
す

市
民
奮
起
せ
よ
”
二
百
万
市
民
奮
起
せ
よ

市
罠
死
せ
る
か

電
車
値
上
と
市
民
の
胃
嚢

治
安
を
害
す
る
罪

現
内
閣
の
横
暴
は
治
安
を
害
す
る

中久桜石岩土池石池土吉岩桜加
　保
村田井井本肥田井田肥瀬本井納

雪六松保新　　保　　才新松
　　太　　　　　　　 一　太
峰丸郎男目白秀男秀新郎署郎豊

66633331111111
日日日田日日日日日日日日日日
　　　N　 S　

S　S　h　
N

　　　666　3　33　　　日H日　　　 日　日日
　　　　　　　　　　｝　　　　　　N

6
日

6
日
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三
　
九
　
月
　
五
　
冒

　
五
日
目
市
民
大
会
に
む
け
た
連
合
岡
志
会
の
準
備
活
動
は
八
月
末
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
（
万
朝
8
・
2
8
及
び
9
・
2
）
が
、
九
月
一
日
の
準
備

委
員
会
で
、
会
場
を
本
郷
座
と
す
る
こ
と
、
京
橋
区
議
会
議
員
の
難
題
を
発
起
人
と
す
る
こ
と
、
大
会
で
宣
言
書
と
決
議
と
を
採
択
す
る
こ
と
、

当
日
の
会
長
を
中
島
行
孝
ま
た
は
芳
野
夕
立
と
す
る
こ
と
、
大
会
終
了
に
ひ
き
続
き
演
説
会
を
行
う
こ
と
な
ど
、
大
会
運
営
の
大
枠
が
決
ま
っ

た
（
「
号
外
（
一
）
九
月
二
日
　
電
車
問
題
連
合
協
議
会
」
）
。
こ
こ
で
注
園
し
た
い
の
は
、
三
日
と
四
日
の
二
日
間
「
広
目
屋
」
を
雇
っ
て
市
内
に

大
会
の
広
告
ビ
ラ
一
万
枚
を
ま
か
せ
る
計
画
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
同
前
及
び
「
乙
秘
第
六
二
二
号
九
月
二
日
電
車
問
題
連
合
同
志
会
実
行
委
員

会
」
）
。
こ
の
計
爾
は
、
印
胴
が
ま
に
あ
わ
な
い
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
（
「
号
外
六
、
九
月
三
日
市
民
大
会
準
備
上
二
関
ス
ル
件
」
）
が
、
こ
の
大
会

を
開
く
に
あ
た
っ
て
連
舎
同
志
会
が
一
般
民
衆
を
こ
れ
に
動
員
す
る
こ
と
に
か
な
り
積
極
的
・
意
欲
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
大
会
参
加
者
に
小
旗
を
手
渡
す
企
画
が
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
警
察
と
少
々
や
り
と
り
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

　
　
本
日
…
…
委
員
数
名
ノ
小
集
会
ヲ
開
キ
、
其
席
上
二
於
テ
溝
淵
正
気
ヨ
リ
「
大
会
当
日
小
旗
ヲ
会
同
者
二
頒
ッ
筈
ノ
処
、
本
郷
署
ヨ
リ
発

　
　
起
人
南
臨
二
見
合
回
方
諭
示
ア
リ
シ
ニ
付
テ
ハ
如
何
ニ
ス
ベ
キ
ヤ
」
ト
提
議
シ
タ
ル
ニ
、
会
同
者
中
ノ
川
島
追
奪
、
新
井
要
太
郎
（
共
二

　
　
弁
護
士
ナ
リ
）
、
細
野
次
郎
、
田
中
弘
之
等
ハ
「
旗
ヲ
渡
ス
モ
差
支
ナ
シ
。
若
シ
之
レ
ヲ
持
チ
シ
者
が
日
比
谷
二
神
ク
モ
、
大
会
発
企
人

　
　
等
ノ
責
任
ニ
ア
ラ
ズ
」
ト
主
張
シ
、
溝
淵
正
気
モ
之
レ
ニ
賛
シ
、
其
結
果
、
明
朝
八
時
南
騒
々
ビ
外
一
名
…
…
本
郷
署
二
出
頭
、
交
渉
ス

　
　
ル
コ
ト
ニ
協
定
セ
リ
　
〔
以
下
略
〕
　
（
前
出
、
　
「
九
月
三
日
　
号
外
六
」
）

治
安
当
局
は
、
五
日
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
一
年
前
の
よ
う
な
騒
擾
事
件
が
お
き
る
こ
と
を
予
期
し
て
お
り
（
後
述
）
、
警
視
庁
は
警
視
総
監
・

官
房
主
事
・
各
部
長
・
各
署
長
に
よ
る
当
日
の
警
戒
と
取
締
り
と
に
関
す
る
会
議
を
、
四
日
に
開
い
た
（
時
事
9
・
5
）
ほ
ど
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、

小
旗
を
渡
す
目
的
が
「
散
会
後
其
国
衆
ヲ
日
比
谷
公
園
二
誘
致
シ
、
当
日
同
公
園
内
松
本
楼
二
開
催
ス
ル
国
民
倶
楽
部
ノ
記
念
宴
会
ト
内
外
相

応
シ
テ
示
威
的
行
動
ヲ
為
サ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
」
る
の
で
は
な
い
か
と
、
疑
っ
た
の
で
あ
る
（
「
乙
秘
第
六
三
一
二
号
九
月
五
臼
電
車
値
上
反
対
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市
民
大
会
準
備
委
員
ト
会
見
顯
末
L
）
。

　
こ
れ
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
電
車
問
題
に
関
す
る
様
々
な
反
対
運
動
が
続
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
五
日
の
「
市
民
大
会
」
は
そ
の
ヤ
マ
と
み
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
当
時
の
東
京
の
人
々
に
と
り
「
九
月
五
日
」
は
あ
る
特
別
な
意
味
を
も
つ
日
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
警
察
の

疑
い
も
も
っ
と
も
で
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
大
会
参
加
者
に
デ
モ
を
そ
れ
と
な
く
煽
る
こ
と
を
、
連
合
同
志
会
は
企
て
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
新
井
ら
の
発
言
の
中
に
、
そ
う
し
た
意
図
の
あ
る
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

み
て
み
よ
う
。

　
連
合
同
志
会
の
態
度
が
強
硬
な
た
め
、
四
日
夕
刻
、
遂
に
警
視
総
監
自
ら
南
瞳
・
細
野
次
郎
・
溝
淵
正
気
の
唖
聾
を
官
邸
に
招
い
て
中
止
を

勧
告
し
た
。
し
か
し
三
人
は
、
　
「
此
ノ
小
旗
ノ
計
画
ヲ
為
シ
タ
ル
三
頭
単
二
集
会
セ
シ
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
甚
ダ
無
趣
味
ナ
ル
ラ
以
テ
、
一
ハ
大
会
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

景
気
ヲ
付
ケ
ー
ハ
将
来
ノ
紀
念
ト
為
ス
ノ
意
二
外
ナ
ラ
ス
」
と
述
べ
て
、
拒
否
し
た
（
前
出
、
「
乙
秘
第
六
三
三
号
」
）
。
ま
た
三
人
が
出
頭
す
る
直

前
の
委
員
会
で
、
六
対
五
と
い
う
息
差
で
こ
の
企
画
を
変
え
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
（
「
乙
甲
第
六
一
二
〇
号
　
九
月
四
日
　
市
民
大
会
二
塁
テ
ノ
補

遣
」
）
。
単
な
る
「
景
気
付
け
」
や
「
将
来
の
紀
念
」
と
い
う
だ
け
の
こ
と
に
こ
れ
ほ
ど
強
硬
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
、

連
合
同
志
会
は
大
勢
と
し
て
は
「
市
民
大
会
」
後
の
デ
モ
行
進
を
企
図
し
て
い
た
と
み
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
月
半
ば
に
電
車

へ
の
妨
害
等
が
あ
り
（
表
－
参
照
）
、
八
月
七
日
に
も
小
騒
擾
事
件
が
お
こ
り
、
お
そ
ら
く
報
道
さ
れ
な
い
電
車
妨
害
事
件
が
八
月
以
後
各
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
こ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
の
申
で
、
…
年
前
の
暴
動
事
件
と
同
じ
日
に
数
千
人
規
模
の
デ
モ
を
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
想
像
に
難
く
な
い
。
同
盟
が
「
〔
市
民
大
会
は
〕
最
も
厳
粛
に
真
正
な
る
市
民
の
意
思
を
代
表
す
る
も
の
な
れ
ば
、

一
般
の
出
席
老
は
酒
気
を
帯
ぶ
る
者
又
異
様
の
服
装
を
為
し
た
る
者
等
」
の
入
場
を
断
わ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
わ
り
を
九
月
四
日
付
の

各
新
聞
に
出
し
た
の
は
、
同
会
自
身
の
予
想
を
逆
の
方
向
か
ら
裏
書
き
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
連
合
同
志
会
が
こ
の
大
会
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
も
っ
て
ゆ
こ
う
と
し
た
の
か
を
、
次
に
、
用
意
さ
れ
た
「
大
会
宣
言
文
」
で
み
て
み
る
。

田
川
大
吉
郎
・
村
松
恒
一
郎
・
溝
淵
正
気
の
三
起
草
委
員
（
八
月
二
五
日
選
繊
）
の
手
に
な
る
「
宣
言
書
」
は
、
会
社
の
業
績
が
よ
く
運
賃
値
上
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げ
の
理
由
が
な
い
こ
と
を
述
べ
た
後
、
　
「
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
此
度
会
社
か
値
上
を
出
願
し
た
の
は
、
全
く
強
慾
の
心
か
ら
会
社
の
分
限
を
忘

却
し
た
横
着
の
振
舞
で
、
内
務
省
が
之
を
許
可
し
た
の
は
或
は
会
社
員
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
、
其
言
ふ
所
の
真
偽
を
綿
密
に
審
査
し
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
云
々
と
述
べ
て
い
た
（
「
紫
黒
第
六
二
五
号
九
月
三
日
市
民
大
会
ノ
宣
言
書
」
1
原
文
は
変
体
が
な
）
。
こ
こ
で
の
主
要
な

批
判
の
対
象
は
電
車
会
社
で
、
内
務
省
は
た
し
な
め
る
程
度
で
あ
る
。
電
車
値
上
げ
は
「
必
ず
東
京
市
民
の
意
向
を
聴
ぎ
、
其
公
益
を
謀
る
へ

ぎ
も
の
」
（
同
前
）
と
い
う
よ
う
に
、
会
社
と
内
務
省
に
値
上
げ
再
考
を
要
求
す
る
こ
と
に
、
こ
の
宣
言
案
の
基
調
が
あ
る
。
こ
の
案
文
は
既
に

印
刷
ず
み
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
月
四
日
の
準
備
会
議
で
「
文
意
尽
サ
・
ル
処
ア
リ
ト
テ
、
桜
井
熊
太
郎
〔
弁
護
士
〕
之
ヲ
訂
正
」
す

る
こ
と
に
な
っ
た
（
「
乙
甲
第
六
二
八
号
市
民
大
会
二
丁
テ
」
）
。
改
訂
さ
れ
た
宣
言
案
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
強
い
調
子
の
も
の
だ
っ
た
。

　
　
内
務
大
臣
ハ
市
内
三
電
車
会
社
二
対
シ
其
合
併
後
二
於
ケ
ル
四
銭
均
一
ノ
許
可
ヲ
与
ヘ
ヲ
リ
。
鳴
呼
、
是
レ
一
私
立
会
社
ノ
私
利
ノ
為
メ

　
　
ニ
市
民
二
百
万
ノ
公
益
ヲ
犠
牲
節
供
ス
ル
ノ
挙
タ
リ
。
…
…
内
務
大
臣
ハ
極
メ
テ
許
可
ノ
手
続
ヲ
秘
密
二
付
シ
独
り
三
会
社
ノ
願
意
ノ
ミ

　
　
ヲ
聴
キ
、
市
民
ノ
輿
論
ハ
全
ク
之
ヲ
無
視
シ
突
如
ト
シ
テ
此
許
可
ヲ
断
行
セ
リ
。
是
レ
吾
人
ノ
解
ス
ル
能
ハ
サ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
…
…

　
　
吾
人
ハ
内
務
大
臣
ノ
期
日
二
先
チ
テ
其
許
可
ヲ
取
消
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
　
〔
以
下
略
〕
　
（
「
乙
秘
第
六
一
二
四
号
　
九
月
五
日

　
　
宣
言
書
及
決
議
文
」
）

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
専
ら
内
相
の
原
敬
が
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
原
は
独
占
的
会
社
と
結
ん
で
「
市
民
二
百
万
ノ
公
益
ヲ
犠
牲
二
重
」

し
た
と
い
う
非
難
は
内
相
辞
任
要
求
を
含
意
す
る
も
の
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
連
合
同
志
会
の
－
少
く
と
も
多
数
意
見
の
人
々
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
に
、
値
上
げ
反
対
の
レ
ベ
ル
を
こ
え
た
政
治
的
な
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
彼
ら
は
「
市
民
大
会
」
を
開
い
て
、
値
上
げ
を
認
可
し
た
原
内
相
の
責
任
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
暴
動
事
件
に
発

展
す
る
こ
と
を
見
通
し
た
上
で
集
ま
っ
た
民
衆
に
デ
モ
を
行
わ
せ
、
治
安
維
持
の
最
高
責
任
者
と
し
て
更
に
原
腸
絹
の
責
任
を
追
求
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
政
友
会
1
1
西
園
寺
内
閣
に
強
い
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
、
打
撃
を
与
え
よ
う
と
企
て
た
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
民
衆
の
こ
の
頃
の
動
向
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
九
月
三
日
開
か
れ
た
二
つ
の
演
説
会
　
　
連
番
同
志
会
主
催
の
も
の
と
、
労
働
党
を
結
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成
す
る
こ
と
に
な
る
社
会
主
義
老
の
主
催
の
も
の
一
の
聴
衆
を
見
る
と
、
前
者
の
場
合
四
百
八
十
名
の
七
割
が
職
工
で
残
り
が
商
人
と
書
生

（「

?
外
、
五
　
九
月
三
日
伊
勢
平
楼
ノ
演
説
会
」
）
で
、
後
者
の
場
合
二
百
三
十
名
の
五
割
が
商
人
風
、
四
割
が
労
働
者
で
一
割
が
学
生
風
（
同
上
「
竜

宮
亭
ノ
演
説
会
」
）
で
あ
っ
た
。
電
車
賃
問
題
に
最
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
主
に
こ
う
し
た
比
較
的
貧
し
い
階
層
の
人
々
で
あ
っ
た
と
、

大
ざ
っ
ぱ
に
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
運
賃
が
三
銭
か
ら
五
銭
（
税
金
一
銭
を
含
む
）
に
大
巾
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
最
も
大
き
な
痛
手
を

う
け
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
を
中
心
と
す
る
電
車
会
社
へ
の
反
感
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
八
月
七
日

の
夜
に
「
街
鉄
を
や
っ
つ
け
ろ
」
と
い
う
声
と
と
も
に
千
人
を
こ
え
る
群
集
が
街
鉄
本
社
前
に
集
ま
り
投
石
を
し
た
（
万
朝
8
・
9
）
の
は
、
そ

れ
の
端
的
な
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
民
衆
に
蓄
積
さ
れ
た
不
満
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
連
合
同
志
会
は
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
だ

っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
税
金
一
銭
上
乗
せ
と
い
う
「
市
民
に
一
種
無
協
賛
の
増
税
を
賦
課
」
し
た
（
時
事
8
・
3
）
こ
と
は
、
政
府
へ
の
反
感

を
ひ
き
お
こ
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
こ
に
連
合
同
志
会
の
反
政
友
1
1
反
政
府
の
主
張
が
、
民
衆
の
共
感
を
得
る
基
礎
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
民
衆
の
不
満
と
反
感
は
値
上
げ
し
た
会
社
と
値
上
げ
を
認
め
て
“
突
然
の
増
税
”
を
お
し
つ
け
て
来
た
政
府
に
む
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

連
合
同
志
会
の
運
動
は
電
車
賃
問
題
を
手
段
と
し
て
政
友
会
ー
ー
政
府
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る
方
に
、
主
に
む
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
両
者
の

微
妙
な
ず
れ
が
見
ら
れ
た
。
九
月
三
日
に
連
合
同
志
会
の
催
し
た
演
説
会
の
聴
衆
に
「
感
動
ノ
模
様
ナ
ク
、
第
六
逆
目
頃
ヨ
リ
漸
次
退
場
シ
、

第
八
量
器
ニ
ハ
僅
力
二
百
名
内
外
ヲ
余
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
至
ッ
テ
不
振
」
で
あ
っ
た
（
前
出
「
伊
勢
平
楼
ノ
演
説
会
」
）
と
い
う
、
他
の
資
料
と
比

撃
る
と
や
や
奇
異
な
印
象
を
与
え
る
報
鞠
は
・
こ
う
し
た
ズ
・
の
現
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
・
と
は
い
え
・
そ
れ
尊
き
な
も
の
で
は
な
丸

ほ
ぼ
同
一
の
方
向
を
む
い
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
さ
て
、
五
日
本
郷
座
で
行
わ
れ
た
市
民
大
会
に
は
様
々
な
人
々
が
多
数
集
ま
っ
た
。
十
二
時
に
は
満
席
と
な
り
、
　
「
十
二
時
過
ぎ
に
は
拍
手

の
開
会
を
促
す
音
鳴
り
も
止
ま
ず
」
、
定
刻
の
一
時
が
近
づ
く
と
拍
手
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
も
し
予
定
時
刻
に
開
会
で
き
な
か
っ
た
な

ら
「
如
何
な
る
騒
ぎ
を
引
起
さ
ん
も
測
り
難
き
有
様
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
時
事
9
・
6
）
。
一
時
に
芳
野
御
題
を
会
長
に
始
ま
っ
た
大
会
は
、
社

会
党
の
森
近
運
平
が
電
車
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
緊
急
動
議
と
し
て
提
出
し
採
択
さ
れ
た
ほ
か
は
、
主
催
者
の
予
定
ど
お
り
進
み
閉
会
し
た
（
同
前
、
及
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び
「
乙
秘
第
六
三
六
号
　
九
月
五
日
　
市
営
大
会
ノ
状
況
」
）
。
　
ひ
き
続
き
、
細
野
次
郎
が
「
内
務
大
臣
、
警
保
局
長
及
三
電
車
会
社
二
対
シ
種
々
悪

評
ヲ
為
シ
降
捜
シ
、
次
二
田
川
大
吉
郎
、
数
理
上
ヨ
リ
会
社
ノ
計
算
ヲ
非
難
シ
演
シ
終
ル
ヤ
、
桜
井
熊
太
郎
ハ
最
早
電
車
問
題
二
付
テ
ハ
昏
々

ス
ル
ノ
要
ナ
シ
、
只
内
務
大
臣
ノ
非
立
憲
的
行
動
ヲ
攻
撃
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
述
へ
、
塩
谷
恒
太
郎
ハ
、
内
務
大
臣
ハ
ニ
百
万
ノ
爆
裂
弾
ヲ
製

造
セ
シ
メ
ツ
」
ア
ル
モ
ノ
ト
言
フ
ヘ
シ
杯
ト
非
難
シ
」
た
（
前
出
「
乙
秘
第
六
一
三
ハ
号
」
）
。
第
一
の
宜
言
案
の
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
田
川

の
よ
う
に
電
車
賃
値
上
げ
阻
止
に
重
点
を
お
い
て
い
る
ら
し
く
み
え
る
者
も
あ
れ
ば
、
当
日
の
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
宣
言
」
の
起
草
者
で
あ

る
桜
井
の
よ
う
に
原
へ
の
攻
撃
を
専
ら
と
す
る
者
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
桜
井
の
い
う
「
非
立
憲
的
行
動
」
と
は
、
今
ま
で
み
た

彼
ら
の
原
非
難
か
ら
容
易
に
凝
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
独
占
会
社
と
結
託
し
て
「
市
民
の
公
益
」
と
意
向
と
を
「
無
視
」
し
た
こ
と
を
第
一
義
的

に
は
指
す
と
い
え
る
。
そ
れ
の
反
対
の
概
念
が
、
彼
ら
の
「
立
憲
的
」
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
演
説
で
喝
采
を
博
し
た
の
は
、
…
…
塩
谷
君
が
内
相
は
国
民
の
内
相
で
、
又
市
民
の
内
相
で
、
一
私
立
会
社
の
内
相
で
は
な
い

と
謂
っ
た
時
や
、
田
川
君
の
秘
密
に
行
ふ
事
件
の
裏
に
は
悪
事
潜
む
と
謂
っ
た
時
で
あ
っ
た
、
…
…
〔
細
野
が
囚
人
馬
車
に
乗
せ
ら
れ
た
昔
話

を
し
た
後
〕
電
車
は
市
民
を
囚
人
以
上
に
虐
待
す
る
も
の
な
り
と
喝
破
し
た
時
は
叫
声
場
を
揺
す
っ
て
拍
手
暫
く
は
鳴
り
も
止
ま
な
か
っ
た
」

（
東
日
9
・
6
）
。
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
々
の
怒
り
は
値
上
げ
し
た
電
車
会
社
と
そ
れ
を
認
可
し
た
内
務
大
臣
と
の
両
方
に
む
け
ら

れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
大
会
の
後
、
四
特
か
ら
松
本
今
別
が
日
比
谷
公
園
で
開
い
た
大
会
に
も
、
多
く
の
民
衆
が
集
ま
っ
た
。
彼
は
こ
こ
で
、
一
一
日
ま
で
に

値
上
げ
が
撤
回
さ
れ
な
け
れ
ば
内
相
官
邸
と
電
車
の
車
庫
を
焼
き
打
ち
す
る
こ
と
に
し
て
、
今
日
の
所
は
静
粛
に
解
散
す
る
、
　
「
但
シ
、
諸
君

ハ
個
人
ト
シ
テ
今
日
焼
打
ヲ
為
ス
ハ
勝
手
タ
ル
ヘ
シ
」
（
「
甲
秘
書
一
七
八
号
電
車
値
上
反
対
者
ノ
暴
行
」
九
月
六
日
付
）
な
ど
と
演
説
し
て
、
人
々

を
あ
お
っ
た
。
こ
の
発
言
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
別
の
新
聞
報
道
で
は
や
や
異
な
る
（
時
事
9
．
6
）
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
年
前
に
激
し
い
街
頭
闘

争
の
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
日
、
同
じ
場
所
で
こ
う
し
た
演
説
を
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ろ
う
。
し
か
も
、
彼
は
相
当
数
の
人
々
を
値
上
げ
反
対
の
た
め
の
も
の
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
反
政
友
会
と
い
う
政
治
目
的
の
も
の
と
し
て
も
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⑦

そ
れ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
デ
モ
に
導
い
た
一
こ
の
デ
モ
の
途
中
、
こ
の
日
最
初
の
電
車
等
へ
の
投
石
が
お
き
た
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
　
「
十
一
日
目
至
リ
会
社
自
ラ
反
省
セ
ス
シ
テ
値
上
ヲ
実
行
セ
ハ
、
其
際
コ
ソ
バ
電
車
ヲ
焼
払
フ
ベ
キ
時
機
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
β
二
倍
シ

タ
ル
勇
気
ヲ
以
テ
事
二
当
ラ
ン
コ
ト
ヲ
決
議
ス
」
な
ど
と
、
こ
と
さ
ら
に
述
べ
て
帰
っ
て
い
っ
た
（
前
出
「
甲
秘
第
一
七
八
号
」
）
。
無
貴
男
な
煽

動
家
に
よ
っ
て
不
穏
な
空
気
が
醸
成
さ
れ
た
。

　
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
各
電
車
会
社
や
電
車
へ
の
投
石
そ
の
他
の
暴
行
が
市
内
各
所
で
始
ま
っ
た
。
電
車
は
早
い
路
線
で
五
時
、
遅
く
と

も
八
時
に
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
市
内
が
一
応
平
穏
に
な
っ
た
の
は
、
夜
中
の
二
時
半
で
あ
っ
た
（
同
前
）
。
以
後
毎
夜
、
市
内
各
地
で
暴
動
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

き
、
八
日
朝
ま
で
に
電
車
多
数
が
破
壊
さ
れ
た
ほ
か
、
負
傷
者
な
ら
び
に
検
挙
老
も
多
数
出
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
原
敬
は
こ
の
時
期
の
反
対
運
動
を
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ほ
ど
大
し
た
も
の
と
は
み
て
い
な
か
っ
た
。
三
月
に
反
対
運
動
を
し
た
者

が
「
行
掛
リ
上
」
今
回
も
反
対
す
る
程
度
だ
ろ
う
と
、
八
月
上
旬
に
は
み
て
い
た
（
『
原
敬
日
記
』
8
・
7
）
。
二
一
巳
区
会
議
員
連
合
会
の
代
表

が
訪
問
し
た
際
も
、
彼
は
、
　
「
察
す
る
に
或
は
相
場
上
の
関
係
、
或
は
区
内
の
評
判
を
得
た
し
と
云
ふ
が
如
き
私
情
よ
り
出
た
る
運
動
な
り
、

…
…
固
よ
り
彼
等
市
民
の
利
益
を
口
に
す
る
も
誠
意
あ
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
（
同
8
・
2
1
）
と
、
冷
た
く
評
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
二
九
日
連

合
同
志
会
の
有
志
と
会
っ
た
時
に
は
、
　
「
彼
等
も
今
更
ら
其
論
を
撤
す
る
に
由
な
く
遂
に
其
論
を
主
張
す
る
も
の
と
思
は
る
」
等
（
同
8
・
2
9
）

と
、
彼
ら
は
本
気
で
運
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
み
て
い
る
。
雷
い
か
え
れ
ば
、
連
合
同
志
会
等
の
運
動
は
そ
の
う
ち
空
中
分
解
す
る
程
度

の
も
の
だ
と
で
も
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
電
車
賃
問
題
を
ほ
と
ん
ど
眼
中
に
い
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
彼
は
九
月
一
日
、
　
「
墓
参
労
休
暇

中
の
帰
省
」
で
盛
岡
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
（
同
9
・
1
）
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
九
月
五
日
に
民
衆
暴
動
の
お
き
る
こ
と
は
原
は
予
期
し
て
お
り
、
盛
岡
に
行
く
前
に
安
楽
兼
道
警
視
総
監
や
古
賀
廉
造
警
保
局
長

ら
に
訓
令
を
与
え
て
い
た
（
同
9
・
5
）
。
当
時
と
し
て
は
穏
当
な
取
締
方
針
が
こ
の
時
与
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
五
日
夕
刻
か
ら

民
衆
が
再
び
日
比
谷
公
園
に
集
ま
り
始
め
、
街
鉄
本
社
前
そ
の
他
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
警
察
は
そ
れ
を
特
に
妨
げ
な
か
っ
た
。
街
鉄
本
社

前
の
場
合
、
九
時
頃
に
な
り
約
千
人
に
ま
で
ふ
く
れ
上
っ
た
群
集
が
「
或
ハ
威
声
ヲ
発
シ
或
ハ
投
石
ス
ル
其
状
タ
不
穏
」
と
な
っ
て
、
警
察
は
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や
っ
と
彼
ら
を
解
散
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
（
以
上
、
前
出
「
甲
骨
第
一
七
八
号
」
）
。
八
日
夜
の
神
田
で
は
、
警
官
と
「
騎
馬
憲
兵
」
が
電
車
を
襲
お

う
と
集
ま
っ
て
来
た
「
群
集
の
停
立
を
絆
し
辞
穏
か
に
通
行
せ
し
め
居
」
る
と
い
っ
た
光
景
も
み
ら
れ
た
と
い
う
（
時
事
9
。
9
）
。
九
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
日
記
に
「
此
騒
動
は
全
く
昨
年
来
の
慣
習
に
て
…
…
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
原
は
騒
動
が
九
日
夜
ま
で
連
続
す
る
な
ど
と
思

っ
て
も
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
九
一
夜
帰
京
し
た
原
は
、
早
速
安
楽
・
古
賀
ら
と
は
か
っ
て
「
断
然
た
る
処
置
を
取
」
る
こ
と
に
決
定
し
た
（
『
原
敬
日
記
』
9
・
9
）
。
翌
日
、

彼
は
寺
内
正
毅
陸
相
と
相
談
の
上
、
騎
兵
を
「
補
助
憲
兵
」
と
し
て
車
庫
・
変
電
所
等
を
守
ら
せ
る
手
は
ず
を
整
え
た
（
同
9
・
1
0
）
。
　
一
方
安

楽
警
視
総
監
は
同
B
、
＝
日
に
は
「
全
市
若
く
は
必
要
と
認
む
る
場
所
に
非
常
線
を
張
り
て
取
締
」
り
、
ま
た
「
暴
行
者
に
対
し
て
猶
予
な

く
非
常
手
段
を
以
て
之
れ
に
対
す
る
」
と
い
う
強
い
取
締
方
針
を
蓑
明
し
た
（
時
事
9
・
1
1
）
。

　
こ
う
し
た
強
硬
な
態
度
に
転
換
し
た
理
由
と
し
て
、
原
は
「
此
際
群
小
の
無
責
任
論
を
絶
対
に
排
斥
し
て
此
騒
擾
の
影
響
を
他
に
及
ぼ
さ
ず
、

全
く
東
京
限
り
に
終
を
告
げ
し
む
る
」
た
め
だ
と
し
て
い
る
（
『
原
敬
日
記
』
9
．
1
2
）
。
　
こ
の
記
述
に
つ
き
信
夫
清
三
郎
は
、
　
「
内
相
原
敬
が
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

車
騒
動
の
各
地
へ
の
伝
播
を
警
戒
し
た
の
は
、
各
地
で
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
が
ま
す
ま
す
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
評
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
側
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
時
原
が
一
番
恐
れ
た
の
は
、
反
政
友
会
の
運
動
が
こ
の
騒
動
を
き
っ
か
け
に
各

地
に
広
が
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
彼
は
遅
く
と
も
帰
京
し
た
夜
の
警
視
総
監
ら
と
の
打
合
せ
の
席
で
、
こ
の
騒
動
の
中
に
原
自
身

ま
た
は
政
友
会
、
現
内
閣
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
の
意
図
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
「
此
騒
擾
た
る
全
く

少
数
の
煽
動
に
出
、
妙
筆
内
閣
の
野
心
家
な
ど
の
窃
か
に
之
を
利
用
せ
ん
と
す
る
よ
り
起
り
た
る
も
の
」
と
い
う
日
記
の
記
述
（
9
・
9
）
は
、

こ
う
し
た
認
識
と
読
ま
ね
ば
な
る
ま
い
。
彼
が
強
硬
な
抑
圧
方
策
を
と
る
一
方
、
電
車
賃
問
題
で
一
切
妥
協
し
な
い
旨
を
公
下
し
た
（
時
事
9
．

1
1
）
の
は
、
反
政
友
の
勢
力
と
断
固
と
し
て
対
決
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
そ
れ
の
拡
大
を
未
然
に
く
い
と
め
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
一
一
日
に
は
三
電
車
会
社
の
本
社
・
車
庫
を
は
じ
め
日
比
谷
公
園
そ
の
他
市
内
各
所
忙
警
察
と
軍
隊
が
配
置
き
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
れ
ま
で
と
違
っ
て
厳
し
い
警
戒
を
行
っ
た
。
こ
の
日
の
新
電
車
会
社
（
東
京
鉄
道
）
創
立
株
主
総
会
は
、
警
察
と
軍
隊
に
ま
も
ら
れ
て
行
わ
れ
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一九〇六年東京の電車賃値上げ反対運動（桂川）

る
（
東
日
9
・
1
2
）
と
い
う
、
異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。
軍
隊
を
市
内
警
備
の
み
な
ら
ず
一
私
企
業
の
株
主
総
会
の
保
護
に
ま
で
使
っ
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
⑫

強
い
批
判
を
あ
び
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
原
の
決
意
の
ほ
ど
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
民
衆
の
暴
動
に
対
し
て
新
聞
や
雑
誌
は
厳
し
い
態
度
を
示
し
た
。
暴
動
は
「
常
規
を
逸
し
た
る
、
不
謹
慎
な
る
行
動
」
で
あ
り
、
演

説
会
と
か
各
種
集
会
に
よ
り
「
飽
く
ま
で
も
条
理
を
把
っ
て
、
正
々
堂
々
の
手
に
出
づ
べ
く
、
而
し
て
飽
く
ま
で
も
穏
健
に
し
て
秩
序
あ
る
行

動
を
取
る
べ
し
」
（
「
厭
ふ
べ
き
反
対
運
動
」
『
太
陽
』
九
月
号
）
と
い
っ
た
も
の
が
、
典
型
的
な
論
評
で
あ
っ
た
。
不
思
議
な
の
は
「
国
民
主
義
的

対
外
硬
派
」
1
1
連
合
同
志
会
の
立
場
を
最
も
よ
く
代
弁
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
万
朝
倉
」
が
強
い
非
難
の
論
説
を
の
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
若

し
寸
分
に
て
も
暴
動
を
し
て
成
功
せ
し
め
ば
、
是
れ
法
治
国
立
憲
国
の
国
礎
を
危
く
す
る
也
、
国
家
の
威
信
を
減
ず
る
也
、
正
理
と
公
論
と
を

し
て
無
力
な
ら
し
む
る
也
。
故
に
電
車
に
対
す
る
暴
行
は
、
電
車
の
値
上
に
反
対
す
る
真
正
な
る
市
民
の
敵
也
、
理
義
と
公
論
と
の
敵
也
、
憲

政
の
敵
影
、
人
道
の
敵
也
」
（
9
・
9
「
言
論
」
欄
）
と
同
紙
は
非
難
し
た
。
既
述
の
よ
う
な
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
1
1
連
合
同
志
会
の
戦
略

か
ら
す
れ
ば
、
民
衆
暴
動
が
激
し
い
ほ
ど
よ
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
の
原
因
は
、
お
そ
ら
く
、
連
合
同
志
会
の
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
九
月
早
々
か
ら
失
わ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
九
月
早
々
、
反
対
派
区
議
の
中
に
、
布
長
等
に
仲
に
入
っ
て
も
ら
い
冬
場
に
限
り
午
前
七
時
ま
で
の
割
引
を
八
時
ま
で
延
長

す
る
こ
と
に
し
、
　
「
之
レ
ユ
テ
該
問
題
ヲ
超
絶
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
希
望
」
を
示
す
も
の
が
出
て
来
た
（
「
九
月
三
日
午
前
十
一
時
発
安
楽
警
視
総
監
〔
盛

岡
の
原
敬
宛
〕
」
）
。
電
車
会
社
の
切
り
崩
し
工
作
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
市
会
を
開
き
値
上
げ
問
題
を
再
度
討
議
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

市
議
の
中
に
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
め
に
「
表
面
奔
走
な
る
老
は
頗
る
少
数
に
し
て
〔
連
合
同
志
会
の
メ
ソ
パ
ー
で
〕
暑
中
旅
行
中
な
り
し

人
も
多
脳
か
っ
た
（
万
朝
9
・
9
）
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
反
対
派
市
議
も
二
つ
の
立
場
に
分
か
れ
始
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
溝
淵
正
気
ら

は
あ
く
ま
で
反
対
運
動
を
続
け
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
中
島
行
孝
・
角
田
真
平
ら
は
そ
れ
が
二
十
日
会
1
1
政
友
系
と
同
志
会
1
1
反
ま

た
は
非
政
友
系
と
の
市
会
附
で
の
提
携
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
反
対
し
、
電
車
市
有
論
を
掲
げ
て
事
態
を
収
拾
し
よ
う
と
し
て
い

た
（
明
朝
9
・
1
0
）
。
電
車
市
有
論
と
は
、
営
利
会
社
に
市
内
交
通
機
関
を
独
占
さ
せ
る
弊
害
は
「
最
早
市
民
の
飽
喫
す
る
所
と
な
れ
り
」
と
し
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（
マ
マ
）
　
　
　
（
マ
マ
）

た
上
で
、
　
「
更
ら
に
新
た
ら
し
き
紛
更
の
独
占
の
会
社
よ
り
起
り
来
ら
ざ
る
う
ち
に
」
市
有
化
せ
よ
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
時
の
反
対
運
動
の

進
展
に
伴
っ
て
「
益
々
」
有
力
と
な
っ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
（
『
太
陽
』
1
0
月
号
）
。
こ
れ
は
、
電
車
会
社
が
住
民
に
与
え
る
弊
害
を
市
有
化
に
よ

り
完
全
に
切
除
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
点
で
値
上
げ
反
対
派
の
支
持
を
得
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
市
会
と
政
府
の
両
方
の
承
認
が
な
け
れ

ば
決
し
て
実
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
点
で
、
電
車
会
社
に
近
い
立
場
の
者
に
も
脅
威
に
な
ら
ず
、
し
か
も
「
市
民
」
へ
の
一
定
程
度
の
ア
ピ

ー
ル
カ
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
市
有
論
の
台
頭
は
、
連
合
同
志
会
の
中
に
そ
の
反
政
府
1
1
反
値
上
げ
の
運
動
か
ら
脱
落
す
る
部
分
が
出
始
め
た
こ

と
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
結
果
、
同
志
会
全
体
と
し
て
も
こ
の
運
動
を
強
く
推
進
で
き
な
く
な
っ
て
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
時
に
民
衆
の
暴
動
だ
け
が
突
出
す
る
の
は
運
動
を
指
導
し
て
来
た
同
会
に
は
む
し
ろ
負
担
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
　
「
万

朝
戸
」
の
民
衆
暴
動
非
難
の
出
て
来
た
背
景
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
な
る
と
、
原
の
強
硬
な
態
度
に
お
さ
え
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
一

日
開
い
た
第
二
回
市
民
大
会
で
、
赴
会
党
の
森
近
運
平
と
「
東
京
市
民
の
一
人
白
熊
倉
吉
」
が
立
っ
て
発
言
し
よ
う
と
し
た
の
を
連
合
同
志
会

は
許
さ
ず
、
予
め
決
め
ら
れ
た
と
お
り
の
手
順
で
会
を
進
め
て
閉
会
し
た
が
、
こ
の
第
一
回
大
会
と
は
対
照
的
な
硬
直
し
た
運
営
は
、
連
合
同

志
会
の
運
動
の
消
極
化
の
一
つ
の
反
映
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
京
鉄
道
が
成
立
し
運
賃
が
値
上
り
し
た
一
二
日
は
、
警
察
と
補
助
憲
兵
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
市
内
は
夜
に
な
っ
て
も
静
か
で
、
電
車
も

終
日
運
転
し
た
（
時
事
及
び
東
日
9
・
1
3
）
。
反
対
運
動
は
敗
北
の
形
で
終
っ
た
。

①
　
「
乙
秘
第
六
三
二
号
」
に
よ
れ
ば
、
他
の
委
員
と
も
協
議
し
た
上
「
其
意
ヲ
体

　
シ
テ
出
頭
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
」
今
中
止
勧
告
を
受
入
れ
た
な
ら
「
他
ノ
委
員
二

　
対
シ
甚
ダ
膏
…
気
地
ナ
キ
ノ
威
仙
ア
ル
ヲ
以
テ
、
寧
ロ
魅
ホ
止
ノ
人
葡
令
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望

　
ム
。
左
ス
レ
パ
、
我
々
一
壷
ク
之
レ
ヲ
質
請
致
ス
ベ
シ
」
と
三
人
が
述
べ
た
の
に

　
対
し
、
総
監
が
再
考
を
促
し
た
結
果
、
彼
ら
は
明
五
日
の
午
前
ま
で
の
猶
予
を
求

　
め
て
帰
っ
た
と
い
う
。
警
視
総
監
の
四
β
午
後
十
時
二
十
分
発
原
敬
宛
電
報
も
、

　
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
報
告
を
記
し
て
い
る
。
つ
ま

　
り
、
少
く
と
も
こ
の
三
人
が
こ
の
時
点
で
は
あ
ま
り
こ
の
企
画
に
熱
意
を
も
た
な

　
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
あ
く
ま
で
実
行
を
主
張
す
る
委
員
の
い
た
こ
と
が
、
推

　
測
で
き
る
。
な
お
、
旗
を
わ
た
す
計
画
は
、
結
局
と
り
や
め
に
な
っ
た
（
夏
日
9

　
・
6
）
。

②
連
合
同
志
会
の
用
意
し
よ
う
と
し
た
小
旗
は
五
千
本
で
あ
っ
た
（
前
出
、
四
日

　
三
軸
十
時
二
十
五
分
発
電
報
）
。

③
弁
士
は
白
井
竹
次
郎
・
黒
部
利
兵
衛
・
信
岡
雄
四
郎
・
水
谷
市
郎
右
衛
門
・
新

　
井
要
太
郎
・
田
中
弘
之
・
南
罷
・
村
松
恒
一
郎
・
細
野
次
郎
の
九
人
で
、
い
ず
れ

　
も
連
合
同
志
会
の
熱
心
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
こ
の
前
後
、
こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
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一九〇六年東京の電車賃値上げ反対運動（桂川）

　
1
の
演
説
会
が
「
不
振
」
で
あ
る
と
す
る
資
料
は
、
他
に
は
な
い
。

④
「
学
生
、
商
人
、
官
吏
体
の
者
多
く
中
に
は
白
髪
の
老
人
も
混
り
」
、
盲
人
の

　
姿
さ
え
あ
っ
た
（
時
慕
9
・
6
）
と
か
、
　
「
会
衆
の
色
分
は
フ
ロ
ヅ
ク
、
背
広
、

　
羽
織
、
着
流
し
、
書
生
、
職
人
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
代
表
し
て
居
た
」
　
（
東
日
9

　
・
6
）
と
か
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
時
事
9
・
6
は
「
万
を
以
て
算
ふ
る
」
ほ
ど
、
同
日
の
東
目
は
「
幾
千
と
い
ふ

　
を
知
ら
ず
」
、
万
朝
9
・
7
は
八
千
人
と
報
じ
た
が
、
警
察
は
千
か
ら
二
千
人
と

　
し
て
い
る
（
「
甲
秘
第
一
七
八
号
　
電
車
値
上
反
対
者
ノ
暴
行
」
及
び
「
乙
秘
第

　
六
三
七
号
　
九
月
五
呂
　
日
比
谷
公
園
ノ
状
況
　
第
一
報
」
。

⑥
　
東
朝
9
・
6
と
歴
朝
9
・
7
は
「
一
万
人
以
上
」
と
す
る
が
、
時
事
と
東
日

　
は
数
字
を
明
記
し
て
い
な
い
。
警
察
は
二
千
人
以
上
　
（
前
出
「
甲
秘
第
｝
七
八

　
号
」
）
、
ま
た
は
「
講
説
、
八
百
人
」
（
「
乙
秘
第
六
三
八
号
　
九
月
五
臼
　
日
比
谷

　
集
会
ノ
第
二
報
」
）
と
み
て
い
た
。

⑦
内
務
省
に
デ
モ
を
す
る
と
い
っ
て
出
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
下
見
附
一

お
　
わ
　
り
　
に

　
銀
座
通
一
日
本
橋
－
神
田
須
田
町
…
神
田
橋
i
大
手
町
一
和
田
倉
門
外
と
い
う
コ

　
ー
ス
を
と
っ
た
。
内
務
省
に
も
電
車
会
社
の
ど
の
本
社
に
も
か
か
ら
な
い
も
の
で

　
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
コ
ー
ス
は
当
時
最
も
人
手
の
多
い
所
の
い
く
つ
か
を
含
ん

　
で
い
た
か
ら
、
一
般
へ
の
ア
ピ
ー
ル
効
果
は
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑧
こ
の
暴
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
出
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
1
』
一
〇
五
頁

　
参
照
。

⑨
　
一
〇
日
夜
に
は
市
内
は
一
応
平
穏
に
戻
っ
た
（
時
事
9
・
1
1
）
。

⑩
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
1
』
一
〇
六
頁

⑪
た
と
え
ば
一
一
臼
に
は
三
電
車
会
社
本
社
な
ど
八
ヶ
所
を
百
二
十
五
名
の
「
補

　
助
憲
兵
」
が
警
備
し
て
い
た
ほ
か
、
警
察
も
強
い
態
度
で
臨
ん
で
い
た
（
東
日
・

　
時
事
9
・
1
2
）
。

⑫
「
東
京
鉄
道
の
創
立
」
（
『
太
陽
』
九
月
号
「
蒔
事
評
論
」
欄
）
、
「
内
務
大
臣

　
の
失
政
」
　
（
同
上
）
、
古
谷
脊
松
「
軍
隊
の
濫
用
を
慎
む
べ
し
」
　
（
『
東
京
経
済
雑

　
誌
』
9
・
2
2
「
寄
書
」
欄
）
な
ど
。

　
本
稿
は
電
車
賃
値
上
げ
反
対
運
動
に
つ
い
て
、
主
に
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
々
の
意
図
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
考

察
し
、
そ
れ
を
通
し
て
こ
の
運
動
の
全
体
と
し
て
の
性
格
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
春
の
運
動
と
夏
の
運
動
と
で
は
性
格
が
異
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
者
が
値
上
げ
阻
止
を
主
た
る
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
門
は
値
上
げ
問
題
そ
の
も
の
よ
り

も
、
内
相
の
原
敬
へ
の
攻
撃
を
通
し
て
西
園
寺
内
閣
と
政
友
会
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
重
点
の
あ
る
政
治
運
動
の
色
あ
い
の

濃
い
も
の
だ
っ
た
。
春
の
運
動
で
最
も
熱
心
だ
っ
た
の
は
日
本
社
会
党
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
区
の
区
会
議
員
や
布
会
議
員
で
あ
り
、
政
友
会

系
の
人
物
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
一
方
夏
の
運
動
で
は
、
　
「
国
民
主
義
的
対
外
硬
派
」
が
値
上
げ
反
対
の
市
・
区
会
議
員
に
呼
び
か
け

て
結
成
し
た
「
連
合
同
志
会
」
が
、
中
心
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
当
時
の
東
京
市
の
反
政
友
会
系
各
派
の
連
合
で
あ
っ
た
。
民
衆
も
、
夏
の
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運
動
で
は
、
値
上
げ
反
対
に
と
ど
ま
ら
ず
値
上
げ
を
認
め
た
政
府
を
も
攻
撃
し
た
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
電
車
賃
値
上
げ
を
認
め
た
政
府
へ
の

反
対
で
あ
る
点
で
、
値
上
げ
問
題
を
利
用
し
て
反
政
友
謀
反
政
府
の
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
連
合
同
志
会
と
は
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
や
や

異
っ
て
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一
に
、
原
敬
の
対
応
で
あ
る
。
彼
は
夏
の
運
動
の
広
が
り
方
に
関
し
、
み
と
お
し
を
誤

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
帰
京
直
後
の
彼
が
、
そ
れ
を
東
京
の
外
に
出
さ
な
い
た
め
に
強
硬
に
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
運
動
が
全
体

と
し
て
予
期
以
上
の
高
ま
り
を
示
し
た
反
政
友
一
反
政
府
の
運
動
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
社
会
党
へ
の
影
響
で
あ
る
。
春
の
運
動
に
熱
心
に
と
り
く
も
う
と
し
た
同
党
は
、
確
か
に
そ
れ
の
中
心
団
体
の
一
つ
と
な
っ
た
。
し

か
し
当
時
と
し
て
は
や
や
過
激
な
運
動
方
針
を
強
引
に
と
っ
た
こ
と
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
重
大
な
打
撃
を
同
党
に
与
え
た
。
こ

の
た
め
、
結
社
禁
止
に
さ
れ
な
い
こ
と
を
最
優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
、
夏
の
運
動
に
は
事
実
上
ほ
と
ん
ど
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
　
一
方
、

他
の
諸
団
体
と
提
携
し
な
が
ら
合
法
的
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
党
員
が
社
会
党
か
ら
分
か
れ
て
新
た
に
結
成
し
た
の
が
、
労
働
党

で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
電
車
賃
値
上
げ
問
題
を
通
し
て
反
政
友
会
の
連
合
が
東
京
に
成
立
し
反
政
友
1
1
反
政
府
の
運
動
が
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は

こ
の
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
が
さ
し
あ
た
っ
て
の
次
の
課
題
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
研
修
員
　
京
都
市
伏
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have　been　few　studies．　Concerning　the　economic　angle　of　the　Jitian，

i・e・，so－cailed　the　Gongtian　Zhufa公罵助法，　each　concrete　problem　was

not　fully　expiained　too．

　　Continuing　on　my　previQus　study　of　the　Rite　of　Jitlan　in　the　Western

Zhou　M　period，　in　this　article，　1　firstly．　intend　to　clari’fy　the　character

of　the　Rite　of　Jitian　in　Lu魯in　the　Spring　and　Autumn　period　by　way

of　example，　and　secondly　to　examine　the　realities　of　the　Gongtian　Zh－

ufa　in　the　concrete．

　　The　Gongtian　Zhufa　is　the　tributary　labour　on　the　Gongtian　by　lea一

．qer｛　and　members　of，．ciampiph　．compa，　up，，it，y，　and　it　depen．ds　mp，on　the　pro－

q．．uction　re4atig．　nship　．betvCee，．．＃．these．　tW．6”classee．．・Bg．t／th．ere　are，　the　dif一

⇔τ・ncer．．・ゆ9ユ・細・gb・rb・⑫・母ρ・d．　t摯・p・Q・iゆ1．．“i・t・聯．・・it・

＄．t’age．of　tril．“．　tary　’systerti，　especi411Y　in．．the　ILatter　lcase　rern．　ained．thb

’ptevious　society　．consi“”｝te．　d　．oE，village．ppteintaees　anCl　peasants．

The　Movements　against　Raising　the　Railroad　Fare　of　TokYo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・in　’　1906，

by

Mitsumasa　Katsuragawa

　　ThiS　paper　elucidated　characters　of　’the　movements　against　raising

the　fare　ln　1906　as　a　whole．　The　movement．　in　March　mainly　aimed

t・S’煤Ep　rai・ihg　th6　f・reL　B・t　f・・m　A・騨t・S・p七・mb・・，　it．・ather

attached　importance　to　stirring　things　up． 狽U．．the　SaioRzi西園寺　Cabinet

and　SeiyUkai政友会Party，　through　the　attack　to　the　Home　Minister

Hara　Takashi原敬，　than　to　stop　rai＄ing　fare　itself．　W圭th　regard　to

the　bddies　Playing　an　impbrtant　part　in　the　movements，　in　spring，　it

was　organized，　by　rnembers　of　the　municipal　and　ward　’assemblies，

including　members　of　the　SeiyUkai　Party　besides　the　Socialist　Party

社会党．But呈n　summer，　it　was　organized，　by　political　groups　urging

anti－Clanship　Hanbatsu藩閥，　anti－existing　poiitical　parties　and　the

innovation　of　the　political　vaorld．　For　this　reasen　Hara　strongly　suppres一・

sed　this　movement　so　as　not　to　spread　the　ant2－Seiyukaiand　anti－Go－

vernment　movement　over　the　area　aroimd　Tol〈oyo．　The　Socialist　Party，

’（165）



tackling　the　movement　eagerly　in　spring，　went　on　so　radicai　lines　for－

cibly　that　it　suffered　more　greatly　tkan　usually　explalned．　Finally　it

was　obliged　to　fall　away　the　movement　in　summr．　So　some　members

crit1cizing　th2s　pollcy　of　the　Socialist　Party，　orgaRised　a　new　poliSLical

party，　the　Labor　Party労働党But　then　peoPle　developed　radical　mo－

vement　in　both　spring　and　summer，　and　stopped　raising　the　fare　for

awh呈1e．
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